














　ロボットやAI（人工知能）などの技術革新によって、これまで当たり前にあった仕事が突然な
くなってしまう─。そんな未来予測的な話題が世間をにぎわす時代になってきました。仕事の
3割はロボットに置き換えられるとか、5割はAIで代替できるといった類の話です。もちろん、建
築や土木の仕事も無縁ではありません。
　ただ、建築や土木の分野は、ロボットやAIに仕事を奪われるというよりむしろ、ロボットやAI
を積極的に活用していかなければ仕事自体が成り立たなくなるということでしょう。国内では
100万人規模の高齢技能者が今後10年で離職するとみられているからです。
　もちろん、建築や土木の仕事がなくなるわけでもありません。建築や土木は将来も、ハード・ソ
フトの両面から人 の々暮らしや経済活動を支えるベースであり続けるに違いありません。
　建築や土木はいま、いろんな意味で大きな転換期を迎えています。高度経済成長期につくら
れ陳腐化したり老朽化したりしたものは、更新や改修によって次代の求める機能につくり変えて
いかなければなりません。人口減少を踏まえて統廃合を進めるべき公共施設もあるでしょう。超
高齢社会への対応、環境負荷の軽減、防災、国際化、生産性向上なども、ますます重要になりま
す。新しくつくるにしても、ストックを生かすにしても、国土や都市を改造するにしても、次代を見
据えた新しい考え方が求められています。建築や土木の世界は、若い人たちの発想や行動力を
必要としているのです。
　建築の総合情報誌「日経アーキテクチュア」と土木の総合情報誌「日経コンストラクション」は、
普段はそれぞれの分野の実務者向けに専門情報を提供しています。この「学生向け特別版」は、
編集部が収集した情報のなかから、新社会人となる皆さんに役立つ情報を選んでお届けするも
のです。この冊子が社会に飛び出す皆さんにとって、自分の進路を考える一助となることを願っ
ています。

日経BP社建設メディア発行人　畠中克弘

巻頭言 社会へ飛び出すあなたへ
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　建築の仕事は、土地とクライアント
（発注者）があって始まる。個人住宅
や公共施設など一部の使い道を除
き、土地はビジネスを展開する舞台
だ。どのように使えば最も収益性の
高いビジネスが可能なのか。その事
業スキームを練り上げるところからプ
ロジェクトはスタートする。建築とい
うと、とかく「設計」に関心が集まりが
ちだが、そのはるか以前からプロジェ
クトは始まっていることになる。
　プロジェクトの最上流に当たる「調
査・企画・計画」の仕事は、市場調査
や資金計画、資産運用といった経営
的要素が強いので、もっぱらシンクタ
ンクやデベロッパーが手掛ける。デベ
ロッパーにも不動産系や商社系など
の種類があるほか、デベロッパー部門
を社内に持つハウスメーカーもある。
　都市再生のような大規模開発で
は、長い時間をかけて綿密に計画を
練り、様々な法制度上の折衝や調整
も必要なので、デベロッパーに加えて
設計事務所や建設会社も参画したプ
ロジェクトチームを早い段階から組
み、計画を詰めていく。
　一方、中小規模の開発や、既存建
物のリノベーションなどは、もう少し規

模の小さい建築プロデュース会社など
が、企画・計画を手掛けることが多い。

　事業計画を受けて着手する
のが「設計」だ。設計を手掛ける
会社には、総合建設会社（ゼネ
コン）や設計事務所、工務店な
どがある。
　総合建設会社が持つ設計部
門は、意匠から構造、環境・設
備までがそろう。設計するの
は、鉄骨造や鉄筋コンクリート
造の大規模建築や都市開発プ
ロジェクトで、基本的には自社
施工を前提とする。いわゆる設

計・施工一括のプロジェクトだ。その
ため、施工部門も加えたプロジェクト
チームで設計を進めることも少なくな
い。また、自社の技術研究所などで
開発した材料や技術、工法を、設計
に織り込むことも多い。
　設計・施工の両部門を備える総合
建設会社に対して、設計に特化して
いるのが設計事務所だ。その分類と
して、「組織設計事務所」と「アトリエ
系設計事務所」という分け方がよく
使われる。
　組織設計事務所は、意匠から構
造、環境・設備までの各設計部門を

備えるほか、都市計画コンサルティン
グなどの部門も持つ。都心の大型ビ
ルに本社を構えて、整然としたオフィ
スには“会社”の雰囲気が漂う。大手
になると、国内各地や海外に支店も
持つ。設計するプロジェクトは、企業
や官公庁をクライアントとする大規模
建築や、都市開発プロジェクトなどが
中心だ。戸建て木造住宅のような小
規模建築を設計することはまずない。
　一方のアトリエ系設計事務所のテリ
トリーは、戸建て住宅や中小規模の
集合住宅、店舗などの中小建築だ。イ
ンテリアや家具、あるいはプロダクツ
のデザインを手掛ける事務所もある。
　アトリエ系の最大の特徴は、経営
者である“建築家”の個性的な作風
や活動を前面に打ち出している点。
メディアがその“作品”を常に注目
し、多くの若手設計者が“門下”に入
りたがる著名建築家もいるが、絶対
数からすればごく少数だ。アトリエ系
の場合、長く会社にとどまるスタッフ
はわずかで、独立を前提とした“修
行”の場としてその門をくぐる。
　最近のアトリエ系の活動では、単
体のプロジェクトの枠を越えて、まち
づくりや地域活性化といったソフト面

人口減社会で仕事に広がり
建築の仕事は企画、設計、施工などに分かれ、会社の業種・業態や規模に応じて仕事内容は様々だ。

例えば学生に人気の設計事務所も、組織事務所とアトリエ系事務所では仕事の進め方や社風が大きく異なる。
今、人口減少や空き家の増加という時代の転換期を迎えて、建築の仕事の領域は多彩な広がりを見せ始めている。
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にも積極的に参画しているケースも
目立つ。また、アトリエ系事務所は意
匠系ばかりではなく、構造系、環境・
設備系の事務所もある。意匠、構造、
環境・設備の各アトリエ系が組んで
一つのプロジェクトを設計していく
ケースが多い。

　「施工」を手掛ける会社は、
総合建設会社から、地域の中
小建設会社、工務店まで大小
様々だ。総合建設会社の施工
は、前述のように大規模プロ
ジェクトが中心。工務店は、車
で通える地域内の戸建て住宅
や店舗などが多い。
　工務店は、小さな総合建設
会社のようなもので、設計事務

所が設計した建物を施工することも
あるが、社内で設計・施工するのが基
本だ。総合建設会社との大きな違い
は、地元密着型で活動する点にあ
る。地域性をくんだ家づくりやまちづ
くりなどに積極的に取り組む工務店
が、最近、増えてきている。
　ところで、建築は実に多くのパーツ
の総合体だ。パーツをつくる建材・設
備メーカーなくして、設計や施工はあ
り得ない。事実、設計や施工の過程
で、各メーカーが製品を取り付ける
部位の図面を描いて提供することは
珍しくない。つまり、各メーカーにも
製品を設計したり、施工したりする
仕事がある。建築とは、そうした様々
な業種の人たちのコラボレーションに
よる果実なのである。
 （松浦 隆幸＝ライター）

建築関連の主な仕事と就職先

■
地
域
性
を
打
ち
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す
工
務
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教育機関、公的研究機関
総合建設会社
専門工事会社
建材・設備・機械メーカー（製品開発）
ハウスメーカー（商品開発・工法開発）

官公庁、地方自治体、インフラ系企業
シンクタンク、コンサルタント
デベロッパー
不動産会社
金融機関、商社
総合建設会社
エネルギー・プラントメーカー
鉄道会社

意匠設計事務所
構造設計事務所
環境・設備設計事務所
インテリアデザイン事務所
照明デザイン事務所
ランドスケープデザイン事務所
音響設計事務所

ハウスメーカー（宅地開発・都市開発）
建築・住宅プロデュース会社
まちづくり会社

総合建設会社（意匠、構造、環境・設備、防災など）
組織設計事務所（意匠、構造、環境・設備、防災など）
アトリエ系設計事務所

ハウスメーカー
工務店

総合建設会社（施工管理）
専門工事会社（躯体、空調・衛生、電気、機械など）
建材・設備・機械・事務機器メーカー
エネルギー・プラントメーカー
ハウスメーカー（施工管理）
工務店（施工管理）
職人（大工、家具、左官など）

デベロッパー（施設運営・施設管理）

金融機関（施設運営・施設管理）
ビルマネジメント・メンテナンス会社

官公庁、地方自治体、インフラ系企業

技術研究
技術開発

調査
企画
計画

設計

施工

運営
維持管理
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　土木の仕事は、社会インフラにま
つわるあらゆる場面にあり、しかも多
彩だ。それを仕事の内容別に、できる
だけシンプルに整理すると、「技術研
究・技術開発」、「計画・調査・設計」、
「施工」、「運営・維持管理」の四つに
大別できる。当然、仕事の内容によっ
て就職先も違ってくる。
　このうちの技術研究・技術開発に
は大きく進路が二つあり、仕事の中
身も異なる。一つは、大学などの教育
機関や、公的研究機関だ。学術性の
高い基礎的技術の研究を中心に手
掛ける研究者として働く。多くの場
合、公務員だ。
　もう一つは、民間企業が持つ研究
開発部門。総合建設会社や建材メー
カーの技術研究所などが、それに当
たる。ここでは、実際の構造物で採用
することを前提とした実用的な材料
や工法などの研究開発が主体にな
る。構造物を造る「現場」のニーズを
理解する必要があるので、ずっと研
究開発部門にとどまるのではなく、実
際に構造物を造る工事事務所や、設
計部門なども経験しながら、実務に
長けた技術者としてキャリアアップし
ていくことが一般的だ。

　世の中で土木というと、社会
インフラを造る仕事というイ
メージが強いだろう。ひと口に
社会インフラと言っても、道路
や河川、橋、トンネル、ダム、都
市開発など様々な種類がある。
そして、それぞれに全く異なる
技術やノウハウが必要で、各分
野は専門分化されている。
　土木の仕事は、そうした専門
性の高い技術をいくつも積み重

ね、長い年月をかけて造られていく
が、そのプロセスは「計画・調査・設
計」と「施工」とに分けられる。
　右ページの図では、便宜上、計画
から設計までをひとくくりにしている
が、実際の業務は、各段階に分けて
順次、実施される。整備するインフラ
の企画や候補地の選定といった計画
段階、地質・地盤の調査といった調
査段階を経て少しずつ具体化してい
き、設計段階で設計図面にまとめら
れる。
　土木事業のほとんどを占める公共
事業の場合、計画段階は主に発注者
の役割だ。そして、調査・設計の仕事
は、建設コンサルタントを中心に進め
られることが多く、その建設コンサル

タントも得意分野に特化した様々な
会社がある。都市開発のマスタープ
ラン作成や、交通計画の立案などに
強い計画系コンサルタントもあれば、
道路や河川といった各構造物の設計
を得意とする会社もある。複数の分
野を包括して手掛ける総合コンサル
タントも、社内には専門分化したエキ
スパートを擁している。

　実際に構造物を造る施工段
階に入ると、建設会社の出番を
迎える。
　その建設会社もまた様々だ。
全国展開する総合建設会社は、
「スーパーゼネコン」と呼ばれる
大手4社をはじめ、準大手、中
堅、中小といったように規模別
で分類されることが多い。その
ほか、鋼製の橋梁や、特殊なコ
ンクリート構造など、特定の構

造物の設計・施工技術に長けた専門
工事会社やメーカーがある。
　高速道路や長大橋、長大トンネル
といった大規模プロジェクトの多く
は、大手や準大手の建設会社などが
「元請け」として工事を手掛ける。そ
のもとで、構造物の種類などに応じ
て、中小の建設会社や各専門メー

■
専
門
分
化
し
た
エ
キ
ス
パ
ー
ト ■

各
社
が
強
み
を
持
つ
建
設
会
社

維持管理や運営も守備範囲に
大規模地震に備える土木構造物の耐震補強や、2027年の開業を目指すリニア中央新幹線など、

土木の仕事は人の生活や社会の活動を支える重要な使命を持つ。
近年は、計画、設計、施工だけでなく、インフラの維持管理や運営といった新領域も守備範囲に入ってきた。

業界研究
 土木編 10分で分かる建設の仕事
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土木関連の主な仕事と就職先

教育機関、公的研究機関
総合建設会社
専門工事会社
建材・設備・機械メーカー（製品開発）

官公庁、地方自治体、インフラ系企業
地質・地盤調査会社

建設コンサルタント
測量会社

総合コンサルタント
都市計画系コンサルタント
交通系コンサルタント
鉄道系コンサルタント
電力･プラント系コンサルタント
道路・橋梁系コンサルタント
河川・砂防系コンサルタント
港湾・空港系コンサルタント
上下水道系コンサルタント
施工計画・積算系コンサルタント

道路系
橋梁系（鋼、コンクリート）
トンネル系
土工系
鉄道系
河川・砂防系
港湾・空港系
プラント系
造園系

環境系コンサルタント
まちづくり会社
総合建設会社（構造設計・解析、景観デザインなど）
専門工事会社

総合建設会社（施工管理）
専門工事会社

材料・機械・設備メーカー

建設コンサルタント

専門工事会社、専門メーカー
材料・機械・設備メーカー
点検・補修会社

官公庁、地方自治体、インフラ系企業

技術研究
技術開発

計画
調査
設計

施工

運営
維持管理

カーなどが「下請け」として参画し
て、工事を担当する。

　先に述べたとおり、土木の仕
事は大半が「公共事業」だ。地
方自治体などが「発注者」とし
て一連の業務を発注する。自治
体などは、専門の技術者が少な
いことが多く、事業全般を管理
するが、基本的には図面を描い
たり施工したりはしない。それ
らは、建設コンサルタントや建
設会社などが「受注者」として
担う。ただし発注者でも、国や
高速道路会社、鉄道会社のよ
うに、専門の技術者を擁して、

施工以外の業務を自らこなせるだけ
の技術力を持つところもある。
　今、土木の世界は、長く続いた「新
設」から「維持管理」の時代へと本格
的に移行しつつあり、その変革のな
かでこれまでとは違う仕事が求めら
れるようになっている。地方自治体を
はじめとする多くの発注者にとって、
社会インフラの「維持管理」と「運営」
は悩みの種だ。
　今後、建設から50年を過ぎ、老
朽化の見られる構造物は急増する。
厳しい財政下でそれらを効率的に
管理し、確実に点検や補修、更新を
行うための計画の立案が、各方面で
求められるようになってきた。PFI
（民間資金を活用した社会資本整
備）など、新しい形の事業も増えてお
り、土木界の仕事の幅は多様な広が
りを見せている。
 （松浦 隆幸＝ライター）

■
イ
ン
フ
ラ
新
設
だ
け
が
仕
事
で
は
な
い

15新しい建築の鼓動｜土木のチカラ





　学生の皆さんから、「仕事の情報が足りない」という声をしばしば耳にします。「具体的な仕事が
イメージできなければ、その会社には就職したくない」。そう考えるのも当然でしょう。
　建築の総合情報誌「日経アーキテクチュア」は、建築の実務者向けに専門情報を提供していま
す。この「学生向け特別版」は、学生の皆さんに建築の仕事の現実をよく知っていただくために企
画しました。編集部が収集した情報のなかから、特に新社会人となる皆さんに役立つ情報を選ん
でお届けするものです。
　2017年は建築界に限らず「働き方」が話題となった1年でした。日経アーキテクチュアでも年
間を通して、「働き方改革シリーズ」という記事を不定期で掲載しました。具体的には、「“ブラッ
ク”な職場との決別」（4月27日号特集）、「正しいBIMとの付き合い方」(5月25日号特集）、「地
域に活力生む『巻き込み型』仕事術」（7月13日号特集）、「女性が組織を伸ばす」（9月14日号特
集）、「ロボットが現場を救う」（10月26日号特別リポート）の5本です。
　2016年は4月に熊本地震があり、その報道と検証で大わらわでしたが、17年は腰を据えて建
設業界の“仕事の進め方”の変化を取材してみました。学生の方でも読みたくなる記事がたくさん
あったはずだと思います。今回の特別版では、そのなかから「女性が組織を伸ばす」の記事の一部
を収録しました。
　このほか本書では、谷口吉生氏や伊東豊雄氏といった大御所が設計に参画した話題作、住宅
作家・堀部安嗣氏の「省エネ宣言」、中堅・若手建築家の挑戦的な新作など、最前線の話題を取り
上げました。新社会人となる皆さんにとって、自身の今後を考えるヒントとなれば幸いです。

日経アーキテクチュア編集長　宮沢 洋

建築の鼓動2019

日経アーキテクチュア編集長から

建築
の
鼓動



発注：台中市　設計：伊東豊雄建築設計事務所・大矩聯合建築師事務所　施工：麗明営造

台中国家歌劇院（台湾・台中市）

市民期待の「音楽の洞窟」
天井や柱の境がない3次元曲面のチューブに劇場やホワイエが収まり、
照明やファブリックが洞窟のような印象を高める。
訪れた市民は空間を見渡しながら感嘆の声を上げていた。

特集1公共空間が変わる
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新しい建築の鼓動

台湾・台中にオープンした「台中国家歌劇院」の
南東側外観。建物の周囲は広場で、通りを挟ん
で公園が続く。つぼのようなデザインのファサード
が特徴だ（写真：22ページまで特記以外は加納 永一）

　「Music Cave（音楽の洞窟）」。市
民から親しみを込めてそう呼ばれる
のは、台湾・台中市で2016年9月30
日にオープンした「台中国家歌劇院」
だ。オープンセレモニーで広場に集
まった市民たちは、ファサードに組み
込まれた大型画面の映像を真剣に
見入っていた。

　国際コンペで伊東豊雄建築設計
事務所の案が選ばれたのは2005
年。あまりに構造が難しいことなどか
ら施工会社が決まらず、途中で1年
半もプロジェクトが止まった。結果、
完成までに11年を要した。総事業費
は約138億円（約43億ニュー台湾ド
ル）に上る。台中市が発注して建設

し、運営は中央政府が管轄する「国
家表演芸術中心」が担う。
　建物は地下2階・地上6階建て。3
つの劇場を中心にレストランやギャラ
リーなどで構成している。館内は天
井や壁、柱の境目が分からない曲面
が延 と々続く。まさに「洞窟」を歩くよ
うな印象だ。

19新しい建築の鼓動｜土木のチカラ



　構造は、2枚の面に互い違いに円
を描き、その間に1枚の膜を張って引
き伸ばした形が基本となっている。そ
れによって生まれるカテノイド（懸垂
面）を「トラスウォール工法」でコンク
リート曲面に再現した。
　セレモニーの当日、伊東豊雄氏は
完成した館内を見渡してこう話した。

　「とにかく完成にこぎ着けて安堵し
ている。既に1年半前から広場など
はオープンしていて、夜になると演劇
やコンサートが開かれてにぎわって
いる。運営者の芸術監督が建物の面
白さを理解していて、思い切ったこと
をやろうと意欲的なので今後の使わ
れ方が楽しみだ」

点で照らし奥へ誘う

　夜の台中国家歌劇院は洞窟らしさ
が増す。その要因の1つが照明だ。
　照明設計を担当した岡安泉照明
設計事務所の岡安泉代表は、「オペ
ラハウスとしてのきらびやかさは必要
だが、この建物にシャンデリアはふさ
わしくない。そこで小さな光の点を集
めた照明を考えた」と話す。
　全体を明るく照らすのではなく、空
間の中心に明るい光を集め、周縁や
通路などは照度を下げた。それに
よって点 と々続く明かりをたどって建
物の奥へ進みたくなるようなシークエ
ンスを生み出した。
　もう1つ、空間にアクセントを与え

天井や柱が一体となった有機的な内部空間
1階のインフォメーションカウンターなどが並ぶスペース。
3次元曲面が続く構造で、洞窟のような空間が連続している

（写真：日経アーキテクチュア）

小さな点の集まりできらびやかに照らす
照明は小さな点を集めたようなデザインできらびやかさを表現。
夜は、内部の明かりが外に漏れるように点 と々小さな開口を壁にも設けた

テラス

駐車場

オフィス テラス

ホワイエ

ショップ イベントスペース

リハーサルルーム

大劇場

断面図 1/1,500
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新しい建築の鼓動公共空間が変わる

るのが、ファブリックだ。2階ホワイエ
では鈍く光る緑色のカーテンがゲス
トを迎える。ファブリック全般をデザ
インした安東陽子デザインの安東陽
子代表は、「カーテンはその奥にある
空間の気配を想像させる。それぞれ
の空間を完結させつつ、2つの空間を
つなげられる」と話す。照明の当たり
方を考慮し、30㎝ピッチの波形フ
レームで、布のひだを美しく見せた。
　照明とファブリック、そして真っ白
な曲面構造が互いに作用し合う。建
築であることを忘れてしまうような有
機的な空間が出来上がった。
 （菅原 由依子）

［日経アーキテクチュア　2016年11月24
日号掲載］

サンゴ礁のような大劇場
3つの劇場にそれぞれテーマカラーを決め、2007席を擁する大劇場は赤色とした。天井と壁、
椅子の張り地は、いずれも赤色だが、グラデーションを付けて少しずつ変化させている

21新しい建築の鼓動｜土木のチカラ



台中国家歌劇院
■所在地：台中市西屯區惠來路二段101号 ■主用途：
劇場、物販、飲食店、公園 ■建蔽率：14.57％（許容
15％） ■容積率：60.54％（許容75％） ■前面道路：
20m ■駐車台数：327台 ■敷地面積：5万7020.46m² 
■建築面積：8308.2m² ■延べ面積：5万1152.19m² 
■構造：鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造 ■階数：地下2
階・地上6階 ■耐火性能：耐火建築物 ■各階面積：地下
2階1万2132.49m²、地 下1階1万2973.71m²、1
階7438.79m²、中1階99.23m²、2階7711.62m²、3
階2600.06m²、4階2358.11m²、5階5060.37m²、
中5階99.11m²、6階544.33m² ■基礎・杭：ベタ基礎 
■高さ：最高高さ37.7m、軒高32m、階高7.5m（1、2
階）、4.5m（2、3階）、4.3m（3、4階）、6.2m（4、5階）、
3.3m（5、6階） ■発注者：台中市 ■設計・監理者：伊東
豊雄建築設計事務所・大矩聯合建築師事務所  ■施工
者：麗明営造 ■設計期間：2006年8月～08年7月 ■
施工期間：2009年12月～16年9月 ■開館日：2016
年9月30日

グランド・シアター
（大劇場）

ホワイエ

プレイ・ハウス
（中劇場）

ホワイエ

テラス

チケット
カウンター

▼

▼

▼

インフォメーション
カウンター

ギャラリー
（テナント）

花屋
（テナント）

ショップ
（テナント）

カフェ
（テナント）

5階平面図2階平面図

レストラン
（テナント）

レストラン
（テナント）

オフィス

オフィス

オフィス

厨房（テナント）

ギャラリー

書店
（テナント）

グランド・シアター
（大劇場）

プレイ・ハウス
（中劇場）

テラステラス

テラス

1階平面図 1/1,500

2階
14年の施工途中に撮影した
2階ホワイエ。右奥は安東氏
デザインのファブリック

企画展示 
5階のギャラリーで17年1月31日まで開催
した展示「伊東豊雄的劇場夢」。写真はクッ
ション椅子を体験する伊東氏
（写真：日経アーキテクチュア）

5階 
写真は2点ともレストラン内。曲面が楽しめる。
窓からは周辺に立ち並ぶ高層ビルを眺められる
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5つの箱をスロープで一体化
北西からの見下ろし。離れて立つ5つのコンクリートの箱を、鉄骨造のスロープやテラスが様々なレベルでつなぎ、

緑化した屋上広場まで続く。建物の向こうが、東武伊勢崎線の太田駅（写真：25ページまで吉田 誠）

発注：太田市　設計：平田晃久建築設計事務所　施工：石川建設（建築）

太田市美術館・図書館（群馬県太田市）

異なる公共施設を
街のように斜路で一体化

スロープでつながった内部空間に、図書館や美術館、カフェなどが混在する複合施設が完成した。
様々な要素が交じり合った1つの街のような空間で、衰退が進む駅前の再生を目指す。
施設内を巡るスロープは鉄骨造で、鉄筋コンクリート造の5つのボックスと構造を一体化させた。

　群馬県太田市が整備を進めてきた
美術館・図書館が、2017年4月1日
にグランドオープンを迎えた。
　「前例のない手探りの事業だった
が、行政がつくる複合施設の新しい
形を示すことができたと思う」。そう
話すのは、建設を担当してきた太田
市文化スポーツ部文化スポーツ総務
課の富島公則課長補佐。その言葉の

通り、従来の美術館や図書館とは大
きくイメージが異なる。
　東武伊勢崎線太田駅前に立つ建
物には、カフェやショップが入り、テ
ラスや屋上庭園もある。美術館や図
書館と言うよりも、駅前の商業施設
のような雰囲気だ。
　地上3階建ての建物は、大小5つ
の鉄筋コンクリート造のボックスに、

鉄骨造のスロープやテラスを絡ませ
て一体化した構成。内部は、ボックス
とスロープがつながった開放的な空
間で、そこに美術館や図書館の各ス
ペースが入り交じって配置されてい
る。通路であるスロープ沿いに書棚
があったり、美術館の展示室が点在
していたりする。図書館の本は、カ
フェやテラス、屋上など、建物のどこ
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共用エリア

アートブックコーナー

共用エリア

閲覧エリア

■ 美術館ゾーン
■ 図書館ゾーン

企画展示室1

共用エリア ショップ

駅前
ロータリー

A'

A

事務室

閲覧エリア

駐車場

カフェ

イベント
スペース

A-A'断面図 1/600

配置・1階平面図 1/1200

に持ち出しても構わない。
　「建物自体を、1つの街のようにつ
くろうと考えて、周辺の建物に近いス
ケールのボックスをスロープでつな

ぐ構成を提案した。気軽に立ち寄っ
て、スロープというストリートを歩きま
わると、いろいろな過ごし方を見いだ
せるような場所を目指した」。14年に
太田市が実施したプロポーザルで選
定され、設計を手掛けた平田晃久建
築設計事務所（東京都港区）主宰の

平田晃久氏はそう話す。

市民の声で機能を混在させる
　1日に1万人以上が太田駅を利用
するが、周辺は衰退が進み、時間を
過ごせる場所やカフェが欲しいという
声が市民から出ていた。そこで太田
市は、にぎわいを呼び戻す拠点とし
て、初の市立美術館と5つ目の市立
図書館が入る複合施設を計画した。
　「1㎞ほど南に中央図書館があるの

で、そのサテライト的な位置付けにし
て、BGMが流れ、話し声のざわめく
図書館でもよいだろうと判断した」。
事業をとりまとめ、完成後の運営を
担当する太田市美術館・図書館の富
岡義雅係長はそう説明する。
　実際の設計には、市民の声が大き
く反映されている。「プロポーザルの
条件だったワークショップ開催を、単
なる意見を聞く場ではなく、基本設
計を具体化していく議論の場として

24

境界のない開放的な内部空間
2階にある図書館のアートブックコーナーからの見通し。コンクリートのボックスとス
ロープとを一体的に捉えてプランニングしてあり、歩いていくといろいろな場が現れる

1階のエントランス付近から見る内観。鉄筋コンクリート造の
ボックスの間を縫うように、合成スラブのデッキプレートを現
しにしたスロープが巡る。ひとつながりの開放的な空間に、
美術館や図書館、カフェ、ショップなどが混在する形で配置
されている



新しい建築の鼓動

太田市美術館・図書館
■所在地：群馬県太田市東本町16-30 ■主用途：美術館、
図書館、カフェ、ショップ ■地域・地区：商業地域、準防火地
域 ■建蔽率：32.25%（80%） ■容積率：67.29%（400%） 
■前面道路：北11.3m、西8.3m ■駐車台数：38台 ■敷地
面積：4641.33m² ■建築面積：1496.87m² ■延べ面積：
3152.85m²（うち容積不算入部分48.13m²） ■構造：鉄筋

コンクリート造・一部鉄骨造 ■階数：地下1階・地上3階 ■耐
火性能：1時間耐火建築物 ■基礎・杭：直基礎、柱状地盤
改良 ■高さ：最高高さ15.3m、階高2.8 〜7.35m、天井高
1.95 〜5.75m ■主なスパン：11.6×14.6m（企画展示室
1） ■発注・運営者：太田市 ■設計・監理者：平田晃久建築
設計事務所 ■設計協力者：アラップ（構造・設備）、岡安泉

照明設計事務所（照明）、安東陽子デザイン（テキスタイル）、
SfG（ランドスケープ）、AFFORDANCE（サイン）、明野設備
研究所（防災） ■施工者：石川建設（建築）、春山設備工業

（空調・衛生）、イズミ電機工業（電気） ■設計期間：2014年
4月〜15年6月 ■施工期間：2015年7月〜16年12月 ■
開館日：2017年4月1日 ■総工費：17億688万6000円

利用した。収拾がつかない不安も
あったが、結果としてとても面白い設
計になった」と、平田氏は話す。
　全体のゾーニングや、ボックスの
数、スロープの配置など、空間構成
の多くは、利用する市民の声を手掛

ウを蓄積しながら、駅前周辺の再生
につながるような使い方をしていきた
い」と、富岡係長は語る。
 （松浦隆幸＝ライター）

［日経アーキテクチュア　2017年5月11
日号掲載］

かりにした。図書館と美術館が入り
交じって配置されたプラン構成も、
多数の意見をもとにつくったものだ。
　1つの空間に複数の機能が入り交
じる施設の運営は、太田市の職員に
よる直営だ。「市として運営のノウハ

公共空間が変わる

25新しい建築の鼓動｜土木のチカラ



住宅の「安全性」とは、壁を増やし、堅牢にすることだけが正解ではない。
採光や眺望などの「快適性」、そして「コスト」が見合わなければ建て主の満足は得られない。
構造部材に異素材を組み合わせることで3要素を実現した例を紹介する。

「RC＋鉄骨柱」で自由なプラン
代々木テラス（東京都渋谷区）
企画・プロデュース：アーキネット　設計：フジワラテッペイアーキテクツラボ

鉄骨柱で大胆に開く

　鉄筋コンクリート（RC）造の壁式構
造と鉄骨柱の組み合わせにより、大
開口と自由な住戸プランを実現した
集合住宅がある。東京・代々木の低
層住宅が広がるエリア。その一角に、
2016年12月に完成したコーポラ
ティブ住宅「代々木テラス」だ。
　旗ざお形状の敷地面積は約
340m²。地下1階・地上3階から成
る建物に9件の住戸が入っている。
住戸の中は、都心と思えないほどの
静けさだ。隣地に迫る家々も大開口

から眺めると1枚のスクリーン映像の
ように楽しめる。
　設計はフジワラテッペイアーキテク
ツラボ（東京都渋谷区）を主宰する藤
原徹平氏が手掛けた。同氏がこだ
わったのは、「新しくつくる住宅が街
にどのような構えを持つべきか」。東
西方向に細長い敷地に対して、建物
を1つの大きなボリュームとするので
はなく、周辺の環境にスケールを合
わせた。具体的には、建物の南北面
で各2カ所に幅約2mのくぼみを設

け、3つの棟に分節した。
　同時に、「3棟を完全に分けず、1
つの構造体であることが重要だった」
と藤原氏。「構造的に分けると、壁が
できて別々の建築になる。だが、力学
的に1つにつながる建築であれば、
床と屋根で水平力の伝達があり、空
間的なつながりも生み出せる」。
　3棟のうち、中央の「中棟」には各
階とも大開口のある開放的な居室を
設け、周辺の環境を室内に取り入れ
た。そうしたのには、快適性を高める
ことに加え、建物全体の荷重を抑え
て杭をなくし、ベタ基礎でコストを抑
える狙いもある。
　両側の「端棟」に水回りを寄せてパ

特集2 住宅の技 —  ケーススタディ「適材適所」の構造
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街並みをスクリーンのように見せる
2・3階のメゾネットとなっているF住戸。
写真は3階のリビング・ダイニング

（写真：28ページまで特記以外は吉田誠）
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〔写真1〕街並みをスクリーンのように見せる
2・3階のメゾネットとなっているF住戸。写真は3階のリビング・
ダイニングで、中央の「中棟」と約2m幅のくぼみに大開口が
またがる。RC造壁式構造と鉄骨柱を組み合わせることで大開
口を実現できた（写真：42ページまで特記以外は吉田 誠）

〔写真1〕街並みをスクリーンのように見せる
2・3階のメゾネットとなっているF住戸。写真は3階のリビング・
ダイニングで、中央の「中棟」と約2m幅のくぼみに大開口が
またがる。RC造壁式構造と鉄骨柱を組み合わせることで大開
口を実現できた（写真：42ページまで特記以外は吉田 誠）

35㎝厚の構造壁

庭としてのドライエリア

光・風・風景を
取り込む
スリット

光・風・風景を
取り込む
スリット

がらんどうの「中棟」 構造壁と設備を負担する「端棟」構造壁と設備を負担する「端棟」

鉄骨柱

高低差のある屋根

まちのスケールを引き込む路地

イプスペースを減らし、東西の建物
外部に排管などの設備を出した。端
棟よりも中棟の天井高を高くし、その
階高差が、各住戸内の分節や、屋上
テラスの起伏を生み、建物全体のバ

ランスに寄与している。
　9つの住戸は上下左右に入り組む
クロスメゾネットで構成している。い
ずれの住戸も南北両面に開口部を設
けた複雑なプランだ。

　「このプロジェクトで意匠と構造、
事業性を貫く考え方ができる構造設
計者は、小西泰孝さんしかいない」。
藤原氏はそう確信していた。
　初期段階から計画に参加した小

RC+鉄骨で
大開口

大開口で荷重を
抑え杭を不要に

スラブを受ける
鉄骨柱

厚さ350㎜の
耐震壁

メリハリが分かりやすい構造
「将来、改修するときに誰が見ても分かりやすい構造計画であることが大切」と藤原氏。左の
写真は1階北側にリビング・ダイニングを持つC住戸。右は中央に配置した厚さ350㎜の構造
壁が分かるC住戸の1階

天井高の異なる3棟構成
南北面の計4カ所のくぼみ（スリット）により、大きく3つの棟に分けた。構造的には一体のもの
としてつなげた。東西の「端棟」に水回りと構造壁があり、「中棟」は鉄骨柱で開放的な空間
とした（写真：フジワラテッペイアーキテクツラボ）

コンクリートの中に鋼材を
約2m延ばす
接合部断面詳細図 1/30　
耐震壁のコンクリートから下で支
える鉄骨柱へと、角綱のスタッド
ボルトを介して力を伝える

住宅の技
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H
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D個室

D寝室

2階平面図

1階平面図 1/250

建物を支える厚い耐震壁

上階の耐震壁を
受ける鉄骨柱

同住宅や長屋などでは、RC造のラー
メン構造や壁式構造を採用すること
が多い。しかし、ラーメン構造では柱
や梁が住宅内に現れ、壁構造では壁
や開口部の配置に制限が生じるな
ど、それぞれデメリットがある。
　代々木テラスでは壁式構造を用い
ながらも、コーポラティブ住宅特有の
プランの多様さと、大開口を確保する
ために、耐震壁を自由な位置に配置
する必要があった。そのための工夫
が、3カ所に集約した耐震壁と、室内
外の21カ所に現れる細い鉄骨柱だ。
　まず建物のコアとなる耐震壁の位
置を決めた。東西両端の厚さ250㎜
の壁と、それと直交する形で3棟を貫
く厚さ350㎜の「背骨」のような壁だ。
　そしてそれ以外の部分では、RCの
耐震壁と鉄骨柱を組み合わせて配置
した。直径120～140㎜の細い鉄骨
柱が上階の床スラブや耐震壁を下か
ら支えるように設置している。
　ただし、「RC造と鉄骨柱を併用す
るには、コンクリートから鉄へと、力を
スムーズに移行させる工夫が必要」
と小西代表は話す。代々木テラスで
は、鉄骨柱の頂部に、スタッドボルト
を取り付けた90㎜角の角鋼を連続さ
せ、上階の耐震壁の中に挿入した。
コンクリートからスタッドボルトを介
して徐々に力が伝わり、コンクリート
と鉄骨柱の接点に力を集中させる考
え方だ。 （松浦隆幸＝ライター）

［日経アーキテクチュア　2017年3月23
日号掲載］

西泰孝建築構造設計（東京都港区）
の小西泰孝代表は、これまでに度々、
コーポラティブ住宅の構造設計を担
当してきた。そのなかに鉄筋コンク
リート造と鉄骨柱の混構造を使って
プランを解いたケースがあり、それが

藤原氏の記憶に強く残っていた。

混構造で耐震壁を自由に
　「自由なプランが求められる住宅に
混構造は有効だ」と小西代表。
　耐震性と遮音性を求め、低層の共

Iリビング・ダイニング I寝室

Fリビング・ダイニングF寝室

H寝室

H浴室 F浴室

I浴室

Gリビング・
ダイニング

3階平面図
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ステンドグラスで耐震性を向上
早稲田鶴巻町Iビル（東京都新宿区）
設計：インテルメディア・デザインスタジオ

卍形の組み方に
強さの秘けつ

ガラスが圧縮ブレースに

耐震性能を持たせたステンドグラスの壁
建物の4、5階の吹き抜けに面して設けた耐震性能を持つステンドグラス構造の壁。外側の窓のメンテナ
ンス用と、通気用に、開閉できる窓を2カ所用意した。開閉できる窓の部分は構造要素から除いて計算
した。写真は窓を2カ所とも開けた状態（写真：47ページまで特記以外は安川 千秋）

　構造計画の工夫で窓を大きくする
のではなく、耐震壁そのものが透明
だったらどのような空間になるだろう
か─。そのヒントが、「早稲田鶴巻
町Iビル」（東京都新宿区）にある。吹
き抜け空間の上階に、ガラスを組み
合わせた“ステンドグラス構造”を採
用した。
　建物は1 ～3階を事務所、4、5階

をオーナー住戸で構成する併用住
宅。2015年11月に完成した。敷地
面積は55.93m²で間口が約3mと細
長く、居室面積をできるだけ広く確
保するために2.5mスパンの鉄骨
ラーメン構造とした。
　4、5階のオーナー住宅はメゾネッ
トで、南側の窓に面して2層吹き抜
けを設けている。そして5階の個室と

間口は約3m
敷地北側には早稲田大学に続くケヤキの並木道
があり、2 〜5階の開口を大きくとっている

吹き抜けを仕切る部分に、縦2226
㎜、横2160㎜のステンドグラス構造
の壁をはめ、耐震性を高めた。
　設計は東洋大学ライフデザイン学
部教授で、インテルメディア・デザイ
ンスタジオ（東京都板橋区）を主宰す
る櫻井義夫氏が担当し、構造を佐藤
淳構造設計事務所（東京都港区）を
主宰する佐藤淳氏が手掛けた。
　住宅のオーナーは、芝浦工業大学
工学部建築工学科の伊藤洋子教
授。伊藤氏は以前から講義などで佐
藤氏と知り合いで、佐藤氏が研究し
ていたステンドグラス構造に関心を
持っていた。
　櫻井氏は、「もともと鉄骨造だけで
十分な耐震性を持つように設計して
いる。だが、建物の細長い形状は風
や地震で上階の揺れが大きくなるこ
とも予想され、建物の短手方向に対
して耐震性能を持つ壁を入れられる
ことは有効だった」と言う。建築基準
法上は余力として扱っている。
　ステンドグラス構造は、佐藤氏が5
年ほど前から研究を続けてきたアイ

29新しい建築の鼓動｜土木のチカラ



倉庫

洗面・
脱衣室

個室

個室

ステンドグラス
構造

ステンドグラス
構造

個室

EV

居間・食堂・台所

居間・食堂・台所

階段室

個室 個室

個室

事務所

事務所

事務所

事務所

アプローチ倉庫

2,
70

0
2,

87
7

15
,2

93

4階平面図 
1/200

5階平面図

吹き抜けの上階にステンドグラス構造

デアだ。これまで別の割り付けのパ
ターンでも破壊実験などを繰り返し
てきた。実際の建物での使用はこの
住宅が初めてとなる。
　「透明な素材に耐震性能を持たせ
ることを目的として研究を始めた。ア
クリルなど樹脂系の透明素材もある
が、ガラスはその30倍程度の硬さを
持つ」（佐藤氏）
　さらに、ガラスは硬さに比例して、
座屈に対してもアクリルなどと比べて
30倍の強さがあるので、圧縮材とし
て使える。ステンドグラス構造は、鉄
骨のフレームに対して、ガラス面が圧
縮ブレースの役割を果たすという考
え方だ。
　一般的に窓はガラスと枠の間にク
リアランスを設けることが多い。だ
が、ステンドグラス構造では、ガラス

をフレームにしっかりと拘束してい
る。鉄骨フレームの接合部に、緩衝材
としてスズを使っていることもポイン
トだ。
　「スズは粘土のような軟らかさを持
つ金属で、弾性を利用したバネなど
とは異なる仕組みで力を吸収する。
紫外線劣化しない利点もある」と佐
藤氏は説明する。

卍形で座屈に強く
　建物南面の外壁にある窓のメンテ
ナンスをしたり、空気を5階に取り入
れたりするため、ステンドグラス構造
の一部は開閉できる窓とした。それも
踏まえ、ガラスの配置や模様は櫻井
氏、色の組み合わせは伊藤氏がデザ
インした。
　構造を担当した佐藤氏からの要望

は1点のみ。「鉄骨フレームの組み方
が卍（まんじ）形になるようにしてほし
い」というものだった。
　なぜ卍形なのか。鉄骨フレームを
グリッド状に並べると、力をかけたと
きに鉄骨同士の接点で座屈しやすく
なる。一方、鉄骨フレームが全体の縦
や横を貫かないような卍形の組み合
わせ方をすると、力が通り抜けず、座
屈に強くなることが実験で分かった。
その実験では、鉄骨が縦横に貫いて
いなければ、曲線でも同程度の耐震
性能を発揮することを確認できた。
　ステンドグラスではなく、1枚板の
ガラスを分厚くして強度を上げ、耐
震壁とすることも不可能ではない。た
だ、佐藤氏は「ガラス1枚壁の構造は
変形能力がやや乏しい。ステンドグラ
スの細い骨組みは、見付けが細いの

南北に細長い鉄骨ラーメン構造
断面図 1/200　細長い敷地で居室面積を広く確保するため、鉄骨ラーメン構造を採用。
図の左が南方向で、4、5階に吹き抜け、5階にステンドグラスの壁を設けた

（資料：31ページまでの図はインテルメディア・デザインスタジオ）

30



新しい建築の鼓動

扉
透明

322.5×1649.5

窓
透明

510×906

ガラスE
343×1445.5
グリーン

ガラス C
488×488
フロスト

ガラスD
895.5×423
ブラウン

ガラス B
395.5×1231.5
グリーン

ガラス A
1385.5×731.5㎜

グレー

ガラスF
1793×510.5
フロスト

2,160
2,

22
6

緩衝剤にスズを使う
詳細図 1/1　ガラスと鉄の緩衝材にスズを使用した。
粘土のような軟らかさを持つ金属で、紫外線劣化がな
いことから採用した

色ガラスが緩やかに 
空間を仕切る
4階の居間・食堂・台所か
ら、5階のステンドグラスの
壁を見上げた様子。「窓を
開けると4階の暖気が入る
ので、5階の個室は暖房が
いらないほど暖かい」と伊
藤氏は話す

卍（まんじ）形に組んだフレーム
姿図 1/30　ステンドグラス構造を南側から見たときの配置。鉄骨フレームが縦あるい
は横を貫かないようにデザインしている。ガラスは片面だけ飛散防止フィルムを貼った

粘土のような
スズを緩衝材に
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で透明性を損なわず、しかも延性を
確保できる。エネルギーを吸収する
構造として将来、期待できる考え方
だ」と言う。
　さらに理論上は、ステンドグラス構
造で2階建ての建物を建てることも
可能だと言う。佐藤氏は近いうちに
小さな東屋を試験的につくりたいと
意気込んでいる。
　課題の1つが施工性だ。鉄骨フ
レームは5つ程度のパーツに分けて
現場に持ち込み、溶接した。水平面
が傾かないように、細心の注意が必
要となり、熟練した技が求められる。
それでもなお、透明な耐震壁の魅力
は今後ますます注目されるだろう。
 （松浦隆幸＝ライター）

［日経アーキテクチュア　2017年3月23
日号掲載］

住宅の技
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2016年6月～17年1月開催の「里山住宅博 in KOBE2016」
で堀部氏は、ヴァンガードハウス「これからの家」の設計を手掛
けた。力を入れる省エネ住宅に対する考え方を聞いた。

数値と体感の一致、
そこに楽しさ

堀部 安嗣氏
（堀部安嗣建築設計事務所代表）

私が省エネに目覚めたわけ

以上、「物差し」が必要。性能を客観
的に数値化して見せる、ということで
す。私としては、その挑戦が自分に
とって新しいステップにつながるので
はないかという期待を抱いて取り組
みました。
─設計過程で、従来の家づくりと違
う“制約”を感じたことは？
　束縛されるようなネガティブに感じ
たプロセスはなかった。期待どおり、
いろいろな発見があって楽しく向き
合えました（笑）。家づくりで、もとも
と私は、全面ガラス張りなど熱損失
の大きい設計はしてきませんでした。
その点で、省エネ住宅との相性が良
かったのかもしれませんね。
　住宅設計では、多くの設計者も似
ていると思いますが、敷地や周辺の
環境、住まい手が求める暮らしやす

長期優良住宅の認定取得が前提で
した。従来から温熱環境などへの興
味はあり、自分なりに取り組んできた
つもりでしたが、これまで手掛けた注
文住宅ではその要望を前面に出す顧
客はいなかった。
　不特定多数の人に届ける家である

─「これからの家」の設計はもとも
と、「地域の工務店と同じフィールドで
つくる『普通の家』」という依頼内容
だったと聞いています。
　私にとっては不特定多数の人に向
けた、いわば“レディメード”に初め
て取り組んだ住宅プロジェクトです。

既製品でもデザインを加味して調和とやわらぎ
神戸市北区の里山住宅博ヴァンガードハウス「これからの家」の1階居間
から北側を見る。幅の広い窓枠で既製品の木製サッシの存在感をやわらげ
た。開口部の上部には、水平材を通して視線を下げ、落ち着いた雰囲気を
つくり上げている（写真：34ページまで特記以外は生田 将人）

インタビュー
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堀部 安嗣（ほりべ やすし）
1967年神奈川県生まれ。90年筑波大学芸術専
門学群卒業、益子アトリエを経て94年堀部安嗣建
築設計事務所を設立。2007年から京都造形芸術
大学大学院教授。16年「竹林寺納骨堂」で日本建
築学会賞作品賞を受賞（写真：都築 雅人）

さといった与条件を総合的にひも解
くところから始めますよね。「これから
の家」も、そうしてラフなプランをまと
めたうえで、例えば断熱気密性能で
目指す水準とか、開口部の位置や大
きさ、部材選びとか、検討を進めてい
きました。その過程で“制約”のよう
に感じた部分はなかった。むしろ様々
なことに改めて気付きました。

既製品採用で発見した可能性
─具体的にどのような発見を？
　私の場合、それまでの注文住宅で
は、例えば開口部の建具はオーダー
メードを基本にしていた。しかし「こ
れからの家」では、木製サッシなど全
て既製品を使っています。
　既成品のサッシをただ使うだけで
は、オーダーメードに比べて手づくり
感がどうしても損なわれる。だが断
熱気密性能に影響しない範囲で、デ
ザイン面でいろいろと工夫すれば、
全体で調和を保ってやわらいだ表情
に仕上げられます。そうした点は「こ
れからの家」の仕事を通して、改めて
実感できた。
　施工や構造に対する設計者として
の認識も、それまでとは少し変化した
気がしています。例えばグラスウール
の施工性を考慮して「外周部にはで
きるだけ筋交いを設けずに構造用合
板で剛性を持たせる」とか、「施工時
にカットしなくて済むように間柱は
455㎜ピッチで規則正しく配置して、
“間崩れ”は避ける」とか。

　部材の選定はもちろんですが、設
計の過程で配慮すべきこうした寸法
や納め方など、自分の考え方がそれ
まで以上に明快に整理できていくこ
とを楽しみました。
　「これからの家」では、里山の緑が
広がる北西側にもあえて大開口を設
けています。性能面でデータ的な裏
付けがあればこそ、できたことでもあ
る。こうした点も、それまでのセオ
リーに基づく家づくりとは違う発見
だったかもしれません。
　図面との向き合い方も変わりまし
た。「ここで熱橋ができてしまう」とか、
「こういう納め方なら気流止めにな
る」とか、詳細図や矩計図より前のラ
フなプランを考えている段階でも、よ
りはっきり見えてくるようになった。
従来も意識していなかったわけでは
ないけれど、より情報量が増えた感
じですね。
─「省エネ住宅」に対する考え方も
従来と変わりましたか？
　間違いなくそう言えます。以前の自
分に、一種の“先入観”があったこと
に改めて気付いた。
　正直に打ち明ければ、以前は「寒
冷地ならともかく、温暖な地域で缶
詰みたいに閉じた空間をつくってどう
する」と思わなくもありませんでした。

断熱性能を強化した住宅といえば
「壁厚や屋根の懐が厚くて、ボテボテ
している」などと、あまり良い印象を
持っていなかった。
　しかし間違っていました。不十分
な断熱気密性能を補うためにエアコ
ンを各部屋に入れて、室外機が戸外
にずらりと並ぶ。そうした状況のほう
がずっと格好悪い。断熱気密性能が
十分なら、設備もコンパクトにでき
る。部屋ごとの温熱環境のムラが減
るので、空間的には小さくても、どの
部屋も稼働率が高くなり、実感として
「広 し々た家」になります。こちらのほ
うが理にかなっている。
─「これからの家」では、新木造住
宅技術研究協議会（新住協）に加盟
している工務店のダイシンビルド（大
阪府大東市）が施工を担当しました。
　「これからの家」以降も省エネ住宅

住宅の技
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「省エネ」は設計面の
制約にならない

「これからの家」の外観。既
製品の木製サッシとアルミ
樹脂複合サッシをそれぞれ
外付けし、室内から枠が見
えないようにディテールを
工夫している

に取り組んでいますが、ダイシンビル
ドとの出会いをきっかけに、新住協の
考え方を基本に設計しています。私
個人も、設計事務所としても、省エネ
住宅づくりに関してはまだ過渡期。で
すから新住協のつながりをベース
に、知識と経験が豊富な施工者を見
極めて、お願いしています。勉強させ
てもらってますよ。
　家づくりのコスト面に関しては、例
えば施工手間が増えるなど、私自身
も最初は少し心配していました。しか
し実際に体験してみると、そこまで激
しいコスト増は生じないやり方がある
と分かった。
　感覚ベースでは、同規模の住宅で
従来の家づくりで要するコストを1と
すると、現状の手法で1.05程度で
しょうか。一定の断熱気密性能を満
たすうえで、部材の種類や量、施工
手間などでコストが増える側面があ
る一方、冷暖房設備が減る面など、
プラスマイナスでそのくらいの印象で
す。完成後のランニングコストは格段
に減りますが、それは別として。
─堀部さんに注文住宅を依頼する
顧客側に変化はありましたか？
　私たちから「断熱気密性能をしっ
かり確保しましょう」と言っても、あま

りピンとこない表情の方もいます。そ
のほうがまだ多いかな（笑）。「堀部さ
んらしさがなくなったら嫌」という反
応もありますよ。
　省エネ住宅としての性能を満たす
ことと、私たちらしさとは矛盾する関
係ではない。デザインなど目に見える
部分も大事ですが、温熱環境のよう
に、住み心地という点では「目に見え
ないもの」の役割がずっと大切です。
私たちのほうから積極的にそう訴え
ています。

自ら計算し設計力に生かす
─今お持ちの考え方や手掛けてい
る手法は、設計者としてアドバンテー
ジになると考えていますか？
　そこまでは考えていないですね。し
かしこれからの設計者は、高い省エ
ネ性能を望む顧客が現れたときに、
それを実現できる“引き出し”を持つ
べきだと思います。
　私の事務所では現在、エネルギー
消費量などの計算プログラムを使っ
て、省エネ性能数値をスタッフを含め
て自分たちで計算するようにしていま
す。やってみると、それほど手間では
ありませんよ。以前は、「建築は数値
で測るものではない」という思いもあ

りました。しかし逆説的ですが、自分
たちで計算に取り組むことで、住み
心地のような数値で測れないものの
大切さも改めて見えてきた。
　数値と自分の“体感”って、結構一
致するのです。数値の差を知ったう
えで、実際に足を運ぶと、体感ベース
で腑

ふ

に落ちるというか。それが楽しく
て、今は数値が好きになった（笑）。
数値で測れないファクターを何らか
の物差しで数値化して、自分の感覚
とすり合わせる体験は重要で、設計
の可能性を広げると思っています。
　住宅の設計で最も楽しさややりが
いを感じるのは、設計の力で住まい
手の人生を豊かにするという点で
す。住み心地と直結する「性能」とい
う面で、住まい手が完成後10年、20
年と心地良く暮らせるために何がで
きるか、それをより強く意識するよう
になりました。
　住み心地とは本来、温熱環境や動
線計画など目に見えないファクター
の良しあしが、大半を占めている。省
エネ性能に関わる一定の数値基準を
クリアすればいいというだけではな

く、自らの体感も裏付けとして生かし
ながら、性能に影響を与える仕組み
を理解する。それがとても大切です。
　手応えは顧客の笑顔から見えてく
る。そうしたプロセスが今、私にとっ
てはとても楽しいのです。

（聞き手＝小原隆／省エネNEXT編集長）

［日経アーキテクチュア　2017年6月8日
号掲載］
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全員女性
制度が使われない理由を把握

　現場事務所の技術者全員が女性
─。2017年3月にさいたま市で竣
工した「ブランシエラ浦和駒場」だ。
長谷工コーポレーションと大成有楽
不動産が開発した分譲マンション

で、設計・施工は長谷工コーポレー
ションが担当。企画から販売管理に
至るまでの全業務に同社の女性社員
が携わった。
　その人数は24人に及ぶ。作業員も
約1割が女性。この現場を率いたの
は早坂淳子総合所長だ。1989年に
入社以来、現場一筋。同社施工統括

部の女性で唯一の部長職でもある。
　徹底して女性を起用したのは、女
性社員が活躍していたもともとの風
土を社内外にアピールするためだ。
「反響は大きく、『我が社の開発事業
でやってほしかった』といったデベ
ロッパーからの声もあった」と、同プ
ロジェクトの推進役を担った鶴田高

施工管理の人手不足を背景に、大手建設会社は女性技術者の新規採用を加速させている。
場合によっては、現場の全技術者が女性という事例も出てきた。

今のところは試行段階だが、女性の目線は現場の作業環境を大きく変える可能性がある。

長谷工コーポレーション
ブランシエラ浦和駒場
さいたま市内で2017年3月に竣工した分
譲マンション。鉄筋コンクリート造、地上7
階建てで、延べ面積は約1万2340m²。
総戸数は146戸だ。竣工から間もなくして

「第2回けんせつ小町活躍推進表彰」で
最優秀賞を受賞。写真中央が、早坂淳子
総合所長。16年10月に撮影

（写真：35ページ左上も都築 雅人）

新しい

女性の目線で
作業環境を改善

トピックス
女性管理者の現場力
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女性作業員専用の休憩室を整備
ブランシエラ浦和駒場の女性用休憩室。シャワー
室も完備しており、電車で通勤する女性作業員に
好評だった

鶴田高士建設部門執行役員（左）は、同社の社内
で立ち上げている「業務効率化委員会」と「技術教
育委員会」の推進役でもある。「女性が働きやすい
環境の整備は、働き方改革に他ならない」と語る

（写真：37ページまで特記以外は日経アーキテクチュア）

士建設部門執行役員は胸を張る。
「女性技術者、作業員も『自信が付い
た』と口をそろえた」（早坂総合所長）

職長に20代女性を抜てき
　女性が働きやすい環境や仕組みづ
くりにも挑戦した。例えば、女性用ト
イレや休憩室の整備だ。職長会の会
長には、20代の女性作業員を抜てき
した。このプロジェクトを皮切りに、
施工現場の女性用トイレや休憩室の
設置は珍しくなくなってきた。
　早坂総合所長は、「結婚や出産後

を想像できる現場にしたいと考えて
いた。しかし、拘束時間の改善は難
しい面もあった」と振り返る。土曜も
現場を動かさざるを得ない状況だっ
たのは大きかった。
　また、育児中の作業員用に朝礼の
免除制度を設けたが、利用者はいな
かった。協力会社にヒアリングした結
果、作業員が所属する会社の勤務・
給与体系によるところが大きく、連携
が不十分だったことが分かった。協
力会社との連携を強化し、活用しや
すい制度に再考している最中だ。

第2の女性所長を育てる
　浮き彫りになった課題はまだある。
早坂総合所長に次ぐ世代に、現場の
女性技術者がいないことだ。「結婚や
出産を機に退職したり内勤に変わっ
たりしたケースが多い。今後はソフト
面のサポートも必須だ」（早坂総合所
長）。自身は、入社5年目で出産し、
産後2カ月で産前と同じ現場に復帰
した経験がある。当時、育休後に現
場復帰した前例はなかった。
　現場で働く女性技術者の定着を図
るため同社では年に2回、意見交流
会を実施している。鶴田執行役員は、
「次世代を担う彼女らが結婚や出産
を迎える頃までに、復職時の支援策
を強化する必要がある」と話す。
　現状は外注している現場の製図作
業を、育休中の女性社員が希望すれ
ば、自宅でできる制度などを検討して
いるという。同時に、業務の効率化や

技術向上を軸にした教育にも力を注
ぐ。「第2の早坂淳子」が生まれる日
も、そう遠くない。

現場改善
男性の常識覆す提案を期待

　神戸市内、JR三ノ宮駅からも近い
市街地で、2018年3月の竣工を目指
して10階建てのオフィスビルの建設
が進んでいる。現場内に立つ5人の
若手は、女性の活躍拡大に向けて日
本建設業連合会（日建連）が展開する
「けんせつ小町工事チーム」の1つ。
明らかに現場の雰囲気が華やかに変
わる。
　竹中工務店神戸支店磯上オフィス
ビル（仮称）作業所の中原卓郎所長
は、小町チームを配置した理由を次
のように説明する。「現場の構想を練
るなかで、地域や社会に開かれた現
場にしようと考え、『女性が活躍する
現場』を目標の1つに据えた。また、
この業界は男性の目線が強かった。
これまで当たり前だと思っていたこと
でも、女性の目線で見ればおかしな
こともあるだろうと考えた」

生産性向上の一翼を担う
　現在の小町チームは5人。リー
ダーは入社5年目で事務担当の諸岡
恭子氏が務める。村本郁花氏と木原
智美氏は今年入社した社員だ。日常
業務の傍ら小町チームとして、作業
員の熱中症対策を推進。月2回の環
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竹中工務店

神戸市中央区に建設中の延べ
面積約2万2700m²のオフィス
ビル。設計は竹中工務店・昭和
設計JVで、竹中工務店が施工
を担う。日建連が取り組む「けん
せつ小町工事チーム」の1つ。
左から、井上和佳子氏、諸岡恭
子リーダー、市坪佑梨氏、村本
郁花氏、木原智美氏

神戸市中央区に建設中の延べ神戸市中央区に建設中の延べ

磯上オフィスビル（仮称）
作業所

境パトロールのほか、リサイクル活動
などを行う。現場の作業環境を改善
することがミッションだ。
　諸岡リーダーは、「以前の現場で
は、ミーティングで提案しても『実際
は使わないでしょう』と男性社員に言
われて進まなかった。女性が多いと
『それ、いいね』と共感してくれる」と
手応えを説明する。現場内の喫煙所
にベンチを追加したのも、小町チーム
の提案からだ。「座りたくても座れな
いので、喫煙所が使われないと考え

た」（諸岡リーダー）
　入社3年目のジョブローテーショ
ンで配属された市坪佑梨氏は、「女
性が1人ではない利点は大きい。女
性同士で相談しやすい」と話す。さら
に「女性だからと思われたくないが、
この現場では男性スタッフが、遠慮せ
ずに指導してくれる」と続ける。
　「作業の一つひとつ、意味を説明し
ながら教えている。私は男性に限ら
ず、女性も名前は呼び捨て。現場に
出たら施工管理のプロとして扱わな
いと失礼だと思う」（中原所長）
　こうした所長の考えは、現場に風
通しの良さを生んでいるようだ。市坪
氏は「人間関係がすごくいい。ささい
なことでも相談しやすい。1人で抱え
て、問題を大きくしてしまうことが避
けられる」とみる。

　この現場には生産性の向上という
大目標がある。源泉となるのは作業
員のやる気だ。「所員数は工費の割に
は少ない。作業環境の整備が必要だ
が、日常の段取りで手が回らないの
が実情。女性の目線で、どんどん補っ
てほしい」と中原所長は期待する。
 （谷口りえ）

［日経アーキテクチュア　2017年9月14
日号掲載］

仮囲いの上部に女性の活躍を記す
「けんせつ小町」としての活動を現場の仮囲いの上部
に掲げて周囲にPRしている。下は、小町チームをサポー
トする中原卓郎作業所長（右手）と事務担当の近藤
正人課長。現場作業所は総勢19人から成る

女性チームがパトロール
小町チームとして作業員の熱中症対策を推
進、月2回の環境パトロールのほか、リサイク
ル活動を行う。女子目線による作業所の労
働環境改善を期待（写真：竹中工務店）
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発注：銀座六丁目10地区市街地再開発組合　設計：銀座六丁目地区市街地再開発計画設計JV（鹿島、谷口建築設計研究所）　施工：鹿島

GINZA SIX（東京都中央区）

街の機能更新を促す
銀座最大規模の商業施設銀座最大規模の商業施設
2017年4月20日の開業から18日間で延べ150万人以上を集客した大型商業施設。
東京・銀座の中心部に立地し、街に商業のにぎわいをもたらすほか、
銀座エリアに不足していた観光の窓口や緑化、防災などの機能が盛り込まれた。

【プロジェクト PICK UP】
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2街区を一体化した大規模商業施設
東京・銀座で4月20日に開業した「GINZA SIX」を西側上空から撮影。同施設
は第一種市街地再開発事業を適用し、松坂屋銀座店などがあった2街区を一体
化して開発された。施設上部に入るオフィスは、1フロア約6140m²の広さで都内
でも最大級だ（写真：42ページまで特記以外は吉田 誠）
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　総事業費約861億円を投じ、東京・
銀座の中心に、「G

ギ ン ザ

INZA S
シックス

IX」が誕生
した。商業施設とオフィスなどを合わ
せた延べ面積は約14万8700m²と、
銀座エリアでは最大規模を誇る。4月
20日の開業日には、入り口に長蛇の
列が続いた。
　再開発の検討は2003年に始まり、
開業まで約14年を要した。地域の
人 や々行政が再開発に寄せる期待は
大きく、計画の初期段階から市民と行
政、開発側などで議論が重ねられた。
　参加組合員であり、再開発のコー
ディネーターや設計のプロジェクトマ
ネジャーとして複数の立場で参画し
ているのが森ビルだ。設計は鹿島と
谷口建築設計研究所（東京都千代田

区）による設計共同体（JV）、施工は
鹿島が担当した。
　建物は地下6階・地上13階建て
で、高さは約56m。中央通りに面す
る間口は約115mに及ぶ。
　巨大施設であるがゆえに、地域の
人々は、街を歩く人の回遊性を妨げ
ないように、開発側に配慮を求めた。
南北方向に走る敷地内通路を建物1
階に貫通させたのは、そうした要望
に応えるためだ。
　施設には商業やオフィスのほか、
文化・交流施設として「観世能楽堂」
を地下3階に配置した。三原通り側
には、観光バスの乗降所やツーリスト
サービスセンターを設け、銀座に不
足していた観光の窓口としての機能

も持たせた。
　建物の2階に上ると、4層吹き抜け
のアトリウムが来館者を迎え入れる。
斜めの模様を施したパネルなどで上
昇感を演出し、来館者を上階へと誘
う。通路は、銀座に残る路地をイメー
ジして雁行させた。

緑化や防災面で地域貢献
　銀座は高さ制限が障壁となり、建
て替えや、街の機能更新が進みにく
い街だった。「中央区まちづくり基本
条例」では、大規模な開発計画に、
環境や防災などの対策を求めた。
　同区都市整備部地域整備課の菅
沼雅広課長は、「東日本大震災の発
生時、銀座では百貨店が多くの帰宅
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商業エリアの中央に巨大アトリウム
商業エリアの中心に4層吹き抜けのアトリウム
を配置。内装デザインは、キュリオシティ（東京
都渋谷区）のグエナエル・ニコラ氏が担当。「照
明などは抑えた色調で統一し、各テナントや商
品の色が映えるようにした」とニコラ氏は語る

東西断面図 1/1,500

困難者を受け入れた。ギンザシック
スにも、自助はもちろん、共助や公助
の取り組みまで期待した」と話す。
　ギンザシックスでは、屋上庭園を
設けて約2200m²の緑地を創出。地
震発生時には、地震の影響を受けづ
らい地下に配置した観世能楽堂や控
え室などを開放したり、オフィスや商
業エリアの共用部を使うことで、約
3000人の帰宅困難者の受け入れを
可能とした。
　今後は、地下鉄の銀座駅と地下2
階を結ぶ地下道を整備し、新しい街の
回遊性も生み出す計画だ。地下道は
17年中の開通を目指す。 （菅原 由依子）

［日経アーキテクチュア　2017年5月25
日号掲載］

白色を基調とした明るい商業エリア
雁行させた商業エリアの通路。路地のように見せるほか、
各テナントの顔が凸凹に現れる効果も狙った

光の注ぐブックカフェ
6階の「銀座 蔦屋書店」。トップライトから光が差し込む
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緑化や防災機能を併せ持つ
左は地下3階にある観世能楽堂。地下鉄や地下駐車場などの振動や騒音が内部に伝わらないように、床や天井、壁を浮かせた。
右は西側上空からの全景。屋上庭園のランドスケープをプレイスメディア（東京都小平市）の宮城俊作氏が担当した（右の写真：尾関弘次）

GINZA SIX（ギンザシックス）

■ 所在地：東京都中央区銀座6-10-1 ■ 主用途：店
舗、事務所、文化・交流施設、地域冷暖房施設、駐
車場 ■地域・地区：商業地域、都市再生特別地区、
駐車場整備地区、高度利用地区、地区計画、防火
地域 ■ 建蔽率：98.27％（許容100％） ■ 容積率：
1341.63％（許容1360％） ■ 前面道路：14.55m

（北、南）、27m（西）、20.76m（東） ■駐車台数：515
台 ■敷地面積：約9080m² ■建築面積：約8920m² 
■延べ面積：約14万8700m²（うち容積率不算入部
分約2万6910m²） ■構造：鉄骨造、鉄筋コンクリート
造、鉄骨鉄筋コンクリート造 ■階数：地下6階・地上

13階 ■耐火性能：耐火建築物 ■各階面積：地下5・
6階約7640m²、地下4階約7720m²、地下3階約
7740m²、 地 下2階 約7040m²、 地 下1階 約
7880m²、地上1階約8230m²、2階約6790m²、3
階約8050m²、3階約8050m²、4・5階約8040m²、
6階約8420m²、7階約7840m²、8階約7390m²、
9 〜12階約7840m²、13階約7600m² ■基礎・杭：
直接基礎 ■高さ：最高高さ約66m、軒高約56m、階
高4.05m（オフィス）、4.4m（商業）、天井高2.9m（オ
フィス）、3m（商業） ■主なスパン：10.8m×10.8m ■
発注者：銀座六丁目10地区市街地再開発組合 ■設

計プロジェクトマネジャー：森ビル、アール・アイ・エー ■
設計・監理者：銀座六丁目地区市街地再開発計画設
計JV（鹿島、谷口建築設計研究所） ■設計協力者：
プレイスメディア、ライティング プランナーズ アソシエー
ツ、明野設備研究所（以上、意匠） ■施工者：鹿島 ■

施工協力者：高砂熱学工業、東洋熱工業（以上、空
調）、斎久工業（衛生）、きんでん、ダイダン（以上、電
気） ■運営者：GINZA SIXリテールマネジメント ■設計
期間：2012年4月〜14年3月 ■施工期間：2014年
4月〜17年1月 ■開業日：2017年4月20日 ■総事
業費：約861億円（土地代含まず）
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透かし彫りをモチーフとした外装デザインを、ひし形のアルミパネル
5315枚で構成。2つのガラス張りの階を挟んで下層と中層、上
層の3パターンのデザインに分けている。外装のアルミパネルの厚
さは3㎜（写真：45ページまで安川千秋）

【プロジェクト PICK UP】

発注：サッポロ不動産開発、つづれ屋　設計・施工：大成建設　外装デザイン：クラインダイサムアーキテクツ

GINZA PLACE （東京都中央区）

立体パネルの透かし彫り
道行く人の高揚感誘う
日本を代表する交差点の1つ、東京・銀座4丁目交差点に商業施設「GINZA PLACE」がオープンした。
5000枚超のアルミパネルで“透かし彫り”を描き出した外観は、道行く人に高揚感を与える。
現代日本のものづくりの粋を込めた新たな外装システムだ。
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　和光本館や銀座三越、三愛ドリー
ムセンターとともに、40年以上にわた
り銀座4丁目交差点の一角を占めて
きたサッポロ銀座ビルが建て替えら
れた。着物のつづれ屋銀座店が入っ
ていた東隣の小規模ビル、ファイブ
銀座ビルとの一体開発によって、
2017年9月24日に「GINZA PLACE
（銀座プレイス）」に生まれ変わった。
　建物は地下2階、地上12階建て。
透かし彫りの白磁を連想させる一面
の外装を、飲食店のある3階と7階
の全面開口が切り取る。
　建物内には、日産自動車とソニー
のショールームや店舗のほか、レスト
ランやカフェなどが入る。「多くのモノ
を売る商業施設ではなく、世界に向
けて様々な情報を発信し、人々の交
流を促す拠点として開発した」。建て
替え事業を手掛けたサッポロ不動産
開発取締役執行役員の井上俊浩ア

セットマネジメント事業本部長は、そ
う説明する。
　その言葉を象徴する空間が、同社
が直営する3階の「common ginza
（コモン・ギンザ）」だ。通常はカフェと
して営業し、情報の発信と交流の場
として各種のイベントやプロモーショ
ンなどにも使える。人の往来の絶えな
い銀座4丁目交差点に向けてテラス
を張り出し、街のにぎわいに溶け込む
ようにした空間だ。

視線を上へと誘う外装
　設計者は、非公開のプロポーザル
方式で選定。設計を大成建設、外装
デザインをクラインダイサムアーキテ

クツ（以下、KDa）が担当した。「建物
を目にした人たちの視線を上へと誘
い、高揚感を抱かせる外装にした
かった」と、KDaのアストリッド・クラ
イン代表は、デザインの意図を語る。

　“上昇志向”の外装デザインは、3
階と7階の開口部を挟んで、上下方
向に3つに分節されている。下層は
ヒューマンスケールの細かいデザイ
ン。中層に少しボリューム感を持た
せ、上層は空につながるような上昇
感のある大らかな曲線のデザインと
した。下層から順に小中大と変化す
る3つのデザインボリュームは、交差
点のはす向かいに立つ銀座の顔、和
光本館のファサード構成を参考にし
たものだという。
　外装は、正面からひし形に見えるア
ルミパネル5315枚で構成している。
1枚1枚は、中心が50㎜出っ張った
平たい四角すいだ。一見、複雑なデザ
インに見えるが、「パネルの幅は統一
し、高さだけを変えることで、曲線的
なデザインを実現した」と、大成建設
設計本部建築設計第三部の芦谷公
滋プロジェクト・アーキテクトは話す。
　外装デザインを含む建物の設計
は、銀座ルールと呼ばれる地区計画
にのっとり、地元のデザイン協議会な
どに確認しながら進めた。「時間に
よって表情が変わる面白さもある。銀
座らしい伝統と品性を持つランド
マークをつくることができた」と、サッ
ポロ不動産開発の井上本部長は手
応えを語る。 （松浦隆幸＝ライター）

［日経アーキテクチュア　2016年10月27
日号掲載］
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銀座4丁目交差点前に開業
銀座ルールによる高さ制限60mいっぱいの地上12階建て。
7階をガラス張りとしたのは、1998年までの高さ制限だった百
尺（31m）の建物が多い周囲の景観に配慮したもの



新しい建築の鼓動

3階に情報と交流の拠点
情報の発信と交流の場と位置付けられた3階のカフェは、
イベント開催なども想定。テラスの開口部を開放すると、内
外が一体の空間として使える

GINZA PLACE（銀座プレイス）

■所在地：東京都中央区銀座5-8-1 ■主用途：物販・飲食
店舗、展示場 ■地域・地区：商業地域、防火地域、高度利
用地区、銀座地区地区計画 ■ 建蔽率：89.34%（許容
100%） ■ 容積率：1078.85%（許容1100%） ■ 前面道
路：北西19.01m、北東21.25m ■駐車台数：なし ■敷地面
積：645.25m² ■ 建 築 面 積：576.46m² ■ 延 べ 面 積：

7350.11m²（うち容積不算入部分388.88m²） ■構造：鉄
筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄骨造 ■階数：
地下2階・地上12階 ■耐火性能：耐火建築物 ■基礎・杭：
ベタ基礎 ■高さ：最高高さ55.864m、軒高54.98m、階高
4.6m、天井高3.0m ■主なスパン：12.5×10.0m ■発注・
運営者：サッポロ不動産開発、つづれ屋 ■設計・施工者：大

成建設 ■設計協力者：クラインダイサムアーキテクツ（外装
デザイン）、シリウスライティングオフィス（外装ライトアップデ
ザイン） ■CM・監理者：久米設計 ■施工協力者：三機工業

（空調・衛生）、きんでん（電気） ■設計期間：2014年3月〜
15年2月 ■施工期間：2015年3月〜16年6月 ■開業日：
2016年9月24日 ■総工費：約75億円

1階平面図 1/600

断面図 1/800

3階平面図 7階平面図
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日産も情報発信の拠点
1、2階は日産自動車のショールーム「NISSAN CROSSING」。最先端のコンセプトカーや往年の
名車などを展示。2階にはカフェも併設

プロジェクト PICK UP
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【プロジェクト PICK UP】
発注：東松島市　設計：盛総合設計・シーラカンスK&H JV　施工：住友林業（建築）

東松島市立宮野森小学校（宮城県東松島市）

高台移転の木造小学校
製材だけで調達しやすく
東日本大震災で被災した宮城県東松島市の高台に、新しい小学校が完成した。
隣地の自然林を取り込む教育の意図をくみ、森とつながったかのような木造校舎とした。
職人不足などを考慮し、調達しやすいプレカットの製材だけで組み上げている。

【プロジェクト PICK UP】
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プロジェクト PICK UP 新しい建築の鼓動

中庭を囲んで普通教室棟などの木造校舎が並ぶ。宮野森
小学校は、東日本大震災で被災した野蒜小学校と、児童
数の減った宮戸小学校が2016年4月に統合して誕生。
2017年1月にこの校舎に移った（写真：49ページまで吉田 誠）

　東日本大震災以降、公共施設の間
借りや仮設校舎でしのいできた宮城
県の東松島市立宮野森小学校が、
2017年1月から新しい校舎に移っ
た。間もなく卒業する6年生にとって
は、初めての本設の校舎だ。「せめて
卒業式くらいは、新しい校舎で迎え
させてあげたいというのが、地元の願

いだった」。相澤日出夫校長は穏やか
な表情でそう話す。
　約140人の児童が通う新しい校舎
は、被災者の集団移転先として、高
台の山林を造成した野

の び る

蒜北部丘陵
地区にある。被災したJR仙石線も、
この高台を走るルートに改めて、15
年5月に開通した。今、学校の周辺

は、さながら建設ラッシュの様相を呈
している。
　延べ面積4000m²弱の校舎は、す
べて木造だ。平屋の普通教室棟や図
書棟、2階建ての特別教室棟、大空
間の体育館といった木造建物が、耐
火構造の渡り廊下などで防火区画を
取りながら連なる。この分棟化によっ

プロジェクト PICK UP
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て、耐火要件を「その他建築物」に設
定。製材による木構造を現しにして
いる。構造材には、宮城県と福島県
のスギを約520m³利用した。
　「当初から、裏山の森を学習に生か
す『森の学校づくり』というテーマが
掲げられていたこともあり、木造校舎

で提案をした」。設計を手掛けたシー
ラカンスK&H（東京都杉並区）の工
藤和美代表は、提案の背景をそう説
明する。同社は、14年に東松島市が
実施したプロポーザルに、盛総合設計
（仙台市）とのJVで応募し、設計者に
選定された。

多層棟も大空間も純木造
　木造の校舎は、自然林の山裾をな
ぞる敷地境界に沿って角度を振りな
がら並ぶ。一つひとつの教室は、大
屋根の下から山に向けて切妻屋根で
突き出し、妻面の全面ガラスいっぱ
いに森の緑が広がる。それぞれの切
妻屋根を構成する軸組みは、開放的
な内部空間にも表れている。
　「森を生かす教育との関係性をつく
ろうと思い、季節ごとに表情を変える
森が目の前に見えるように各教室を配
置した。北向きになるが、廊下沿いの
ハイサイドライトから入る自然光で十
分に明るい」と、工藤代表は説明する。
　敷地の北側に寄せた普通教室棟
は、渡り廊下によって図書棟や管理
棟とつながり、中庭を取り囲む。その
動線で特徴的なのは、図書棟の位置

大屋根から張り出す切妻屋根
普通教室棟は、自然光の入るハイサ
イドライト（写真右上）が続く大屋根
の下から、切妻屋根の各教室が張り
出す構成。切妻屋根の軸組みを内
部空間にも現している

森を見せる全面開口
各教室の妻面は、間近に森を臨む全面開口になって
いる。妻面に見える樹状の木材は、妻面の剛性を高め
る構造部材

開放的な内部空間
内部には、木構造を現しにした空間が続く。
一定間隔で並ぶ斜め格子の壁柱と、ハイサ
イドライトのある欄間部分は、建物の骨格と
なる構造部材
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付けだ。昇降口は図書棟にあり、児
童は登下校時に必ず図書室を通り
抜けるようになっている。壁で仕切ら
れた図書室にせず、児童の動線に開
放することで、日ごろから書物に親し
める環境をつくっている。
　2階建ての特別教室棟も、木造の
建物だ。上下階の振動や音の課題を
解消しにくいため、多層の木造は回
避されることが多いが、特別教室は
常時、使う部屋ではないことから木
造の2階建てとした。さらに、その西
側にある体育館も、純木造の大空間
だ。内法で25m四方、高さ10mの大
空間を、製材による格子の架構で組
み上げている。
　震災から6年がたち、ようやく完成

した本設の校舎に、子どもたちはとて
も喜んでいると、相澤校長は言う。
「自由に遊び回る一方で、木の校舎だ
から大切にしなければいけないとい
う意識で接しているのが、見ていて
分かる」（相澤校長）
　新たな宅地造成地に立つ宮野森
小学校は、地域交流も1つのテーマ
に掲げる。特別教室棟の1階に設け

た地域ラウンジは、住民ボランティア
などが常駐することも想定した部屋
だ。「これから住民が増えていくなか
で、『おらほ（私たち）の学校』と言っ
てもらえるような交流を目指していき
たい」。相澤校長は、地元の言葉を交
えてそう語る。 （松浦隆幸＝ライター）

［日経アーキテクチュア　2017年3月9日
号掲載］

25m四方の木造大空間
スギの製材をアーチ状に組んだ斜め格子のフレームが2.5m間隔で並ぶ。
内法で25m四方、天井高は約10m。上・下弦材は180㎜角、斜材は120㎜角

東松島市立宮野森小学校
■所在地：宮城県東松島市野蒜ケ丘2-1-1 ■主用途：小
学校 ■地域・地区：市街化調整区域、法22条区域 ■建
蔽率：22.92%（許容70%） ■ 容積率：24.62%（許容
200%） ■前面道路：南18.0m ■駐車台数：45台 ■敷地
面積：1万6250.28m² ■建築面積：3724.44m² ■延べ
面積：3999.07m² ■構造：木造、一部鉄筋コンクリート造・
鉄骨造 ■階数：地上1階・一部地上2階 ■耐火性能：その
他建築物、耐火建築物（渡り廊下など） ■基礎・杭：ベタ基
礎 ■ 高さ：最高高さ11.808m（体育館）、軒高6.491m

（特別教室棟）、階高3.75m（特別教室棟1階） ■主なス
パン：7.2×9.0m（普通教室） ■発注・運営者：東松島市 

■設計者：盛総合設計・シーラカンスK&H  JV ■設計協力
者：佐藤淳構造設計事務所（構造）、YMO（空調）、仙台
総合設備計画（電気） ■監理者：盛総合設計・シーラカン
スK&H JV（建築）、仙台総合設備計画（機械、電気） ■施
工者：住友林業（建築）、山下設備工業（機械）、ユアテッ
ク（電気） ■施工協力者：ヤマムラ（木工事）、シェルター、
篠原商店、さんぽく、山大、ダイテック（以上、プレカットな
ど）、山建組（建て方）、不二サッシ（サッシ）、ナショナルエ
レベーター（エレベーター設備） ■設計期間：2014年5月
〜15年3月 ■施工期間：2015年9月〜16年12月 ■開
校日：2017年1月9日 ■総工費：16億7006万円
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　ここ数年で、社会インフラや公共事業を取り巻く環境が大きく変わりつつあります。東日本
大震災や熊本地震、中央自動車道での天井板崩落事故など、社会に対してインフラの存在意
義を問う出来事が立て続けに起こりました。従来、「ムダ」という文脈で語られる機会が少なく
なかった土木の仕事ですが、人命や財産を守る仕事として、社会的意義が増しています。
　単にハードとしてのインフラを整備するだけでなく、人々の生活やまちづくり、国土の在り方
について議論することも必要になっています。インフラのメンテナンスも喫緊の課題です。もは
や土木の仕事は、「構造物をつくる」ことにとどまりません。ソフトも含めた様々な手立てを使っ
て、社会問題を解決することこそが使命なのです。
　問題の解決は、建設産業の力だけでは不可能です。例えば、構造物にセンサーを取り付け
て劣化状況を把握する、インフラの効率的な運用に向けてAI（人工知能）やビッグデータを活
用するなど、他産業とのコラボレーションも盛んになってきました。土木の仕事のフィールドは
従来にないスピードで広がり、若い力を生かせる場面が間違いなく増えています。
　土木には、おそらく皆さんが考えているより多くの面白い仕事があって、そこでは若い世代
の技術者が生き生きと働いています。土木の総合情報誌「日経コンストラクション」では、そうし
た情報を学生の皆さんに少しでも知ってもらいたいという思いから、本書を発行しました。土
木の仕事の内容を具体的に、またビジュアルをふんだんに用いて紹介するとともに、若手技術
者がどんな思いを抱きながら仕事に向き合っているかを描きました。学生の皆さんに、少しで
も土木の仕事を身近なもの、魅力あるものと感じてもらえれば幸いです。

日経コンストラクション編集長　野中 賢

土木のチカラ2019

日経コンストラクション編集長から

土木
の

チカラ



特集1 土木の仕事

マカダムローラーの運転席に
搭載した転圧管理システムの
端末。1回目の転圧は赤、2回目
は黄、3回目は青で示し、踏み残
しをなくす。1周波GNSS受信機
やインターネット接続機能など
が端末内に集約されている
（写真：75ページまで日経コンス
トラクション）
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土木のチカラ

日本初の都市間高速として名神高速道路が開通してから半世紀余り。舗装工事が大きく変わろうと
している。NIPPOは新名神高速道路で「ICT舗装」を先取りした転圧管理や合材の温度管理を実
践。“ぶつからない建機”も投入し、安全性の向上にも取り組む。

ICTで生産性と安全性を一挙両得
新名神高速道路神戸舗装工事｜兵庫県

テーマ❶ インフラを造る

　名古屋と神戸を結ぶ全長174km
の新名神高速道路。その西端に当た
る川西インターチェンジから神戸
ジャンクションまでの区間は、
2017年度末の開通を目指して工事
が終盤に差し掛かっている。
　同区間のうち約11kmの舗装工事
を担うNIPPOは、アスファルト合
材の転圧管理や温度管理などに最新
のICT（情報通信技術）を活用。国
土交通省が17年度から実施する

「ICT舗装」を先取りする形で、様々
な技術の使い勝手を確かめている。
　舗装工事の品質管理や出来形管理
は、名神高速道路などを施工した半
世紀前と大きく変わっていない。早
くからセンサーなどを活用し、ミリ
単位の施工精度を実現してきたこと
の裏返しだ。しかし、水平方向に水
糸を張って敷設前後の路面高さを測
る「下がり検測」など、人手を要す
る管理方法は今も続いている。
　「ICTによる管理や検査の効率化
に向けて、いずれ発注者と話し合う
テーブルに着きたい。その前に、施
工者として実際の費用や手間をどれ
ほど減らせるのか、検証するのが目

的だ」。NIPPO生産機械センターの
相田尚・機械開発課長はこう話す。
　工事を発注した西日本高速道路会
社は、合材が所定の密度となるよう
に、事前の試験施工を基に転圧回数
と転圧温度を定めている。
　そこでNIPPOは、初期転圧を担
うマカダムローラーにアカサカテッ
ク（横浜市）が開発した転圧管理シ
ステム「Smart Roller」を採用。何
回転圧したのかなどを色分けして運
転席の端末に表示するほか、データ
をクラウドで一元管理する。「踏み
残しがないか確認でき、施工の品質
保証につながる」（NIPPOの鈴木知
雄所長）。
　同システムは位置情報を1周波の
RTK-GNSS（GNSSはGPSなどの衛
星を用いた測位システムの総称）受
信機で取得するのが特徴だ。2周波
を受信する従来の装置と比べて精度
は変わらず、費用を半減できる。

敷きならしの温度むらを早期発見
　転圧温度の管理にも複数の技術を
導入した。まず、合材をプラントか
ら施工現場まで運ぶダンプトラック

に、Wi-Fi接続できる温度計を設置
した。運搬中の合材温度を分刻みで
記録する。
　次に、合材を敷きならすアスファ
ルトフィニッシャーにWi-Fiアンテ
ナを取り付け、到着したダンプの温
度計からデータを吸い上げる。さら
に、フィニッシャー後部の赤外線ス
キャナーで、敷設した合材の温度を
面的に常時計測する。
　合材を低い温度で敷きならすと、
供用後にポットホールなどの損傷が
生じやすい。ダンプで運搬中の合材
に保温シートを2重にかけたり、温
度が低い部分を早めに転圧したりと
いった対策がすぐに施せる。
　加えてNIPPOは、人と建機が混
在する現場でも協調して安全を確保
できるように、RFID（無線自動識
別）やステレオカメラを使った“ぶ
つからない建機”を投入した（75
ページ参照）。同社は今後、これら
の技術を新設工事だけでなく、切削
オーバーレイなどの補修工事にも幅
広く展開していく考えだ。

日経コンストラクション2017年6月26日号掲載
取材・文／瀬川 滋＝本誌
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プラントでダンプトラック
に温度計を差し込み、合
材温度を計測する。出荷
から現場到着までの温度
履歴はダンプごとに確認
できる（資料：NIPPO）

タブレット端末を使って、転圧回数や合材温度などをいつでも確認できる。
端末で撮影した施工現場の映像を本社などと共有し、トラブル時の対応
や技術支援を受けることも可能だ

様々なICT機器を取り付けたアスファルトフィニッシャー。ドイツのメーカー
が開発した「Pave-IR」と呼ぶ装置を使い、敷きならし温度を計測する。
上はヒートマップの表示画面。欧米では計測を義務付けている場合も
ある。CIMの属性情報として蓄積すれば、維持管理にも生かせそうだ

赤外線スキャナー、GNSSアンテナ、気象計
ネットワークカメラ

Wi-Fiアンテナ

全方位プリズム

ヒートマップなどを表示する操作盤
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土木のチカラICTで生産性と安全性を一挙両得

　舗装工事では転圧するためのマカダム
ローラーやタイヤローラーが前後に忙し
く動き回る一方、敷きならし端部の整形
作業や敷設前後の路面高さの検測などで
多くの人が現場に出入りする。人が建機
の死角に入るなどしてひかれ、重大事故
に至るケースが少なくない。
　そこでNIPPOは、ICTを安全性向上
にも生かしている。新名神高速道路の舗
装工事では、2種類の建機自動停止装置
を開発し、現場に導入した。
　1つは、RFIDを使った装置だ。死角
と作業速度が比較的大きいタイヤロー
ラーに採用した。
　タイヤローラー後部の左右両端に磁界
発生装置を取り付ける一方、作業員など
はヘルメットにICタグを装着する。IC
タグがタイヤローラーの後方にできた磁
界に入ると、ICタグから電波を送信。

タイヤローラーのスターターキーを物理
的にオフの位置に回す装置が起動して、
エンジンを強制的に止める。安全かつ短
距離で停止できる方法として採用した。
　ICタグがタイヤローラーから3.5m内
に近づくと反応する。距離は経験や資
格、作業内容などに応じて、人ごとに変
更することも可能だ。
　もう1つNIPPOが採用したのは、ス
テレオカメラを使った自動停止装置だ。
現場近くに仮設した合材プラントで、骨
材の投入作業などを担うホイールロー
ダーに取り付けた。
　車両後部のステレオカメラが障害物を
検知すると、電動シリンダーが駆動して
運転席のブレーキペダルの先端を引き込
む。オペレーターがブレーキを踏むのと
同じ動作だ。当初はタイヤローラーと同
じくエンジンを強制的に止める方法を検

討したものの、停止時の衝撃が大きかっ
たので見直した。ICタグを付けていな
い第三者のほか、車やダンプなども識別
して止められる。
　いずれの装置も建機を大きく改造せず、
メーカーや機種を問わず設置できるのが
特徴だ。「レンタルやリース車両にも着脱
できる」とNIPPOの相田課長は話す。
　警報音で人などの接近を知らせる装置
は従来からあったものの、建機を自動で
止める装置はほとんどなかった。いざと
いう時の動作保証が難しいうえ、急停止
によるオペレーターや建機のダメージを
避けたいという建機メーカーの思惑もあ
る。自動停止装置はユーザーの自己責任
で取り付けているのが実情だ。最近は、
建機のレンタル会社が自動停止装置付き
の油圧ショベルを開発するなど、市場拡
大の兆しも見えてきた。

合材プラントで活躍するホイールローダーの後部に設置したステレオカメラ。人などの障害物
を検知すると、運転席のモニターで警告（中央の写真）するとともに、後付けした電動シリン
ダーがブレーキペダルの先端を自動で引き込む（右）

［技術開発］ 後付けできる建機の自動停止装置、人との協調作業を安全に

ヘルメットに取り付けたICタグ
でタイヤローラーを自動停止す
る。ICタグは施工者だけでなく、
現場に出入りする発注者など
にも装着してもらっている

磁界発生装置

ICタグ

アクティオ（東京都中央区）が開発し
た自動停止装置付き油圧ショベル。
ヘルメットのセンサーが建機から3～
6mの距離で赤外線発光器の信号を
受信すると、建機に停止信号の電波
を送り返す。停止信号を受信した建
機は、油圧回路の電子制御ユニット
につながるスイッチを自動で切断する
仕組み。戸田建設が地下掘削や造
成工事などで採用する

ヘルメットセンサー

赤外線発光器
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テーマ❶ インフラを造る

生産性向上で2500人分の省人化
山口県にある錦帯橋の上流で、ダム工事が最盛期を迎えている。ハイテクからローテクまで様々
な技術を積み重ね、生産性向上に取り組む。堤体工事が終わるまでに総労働力の5％に当たる
作業員2500人日の省人化を目指す。

平瀬ダム建設工事｜山口県

施工中の堤体の全景。継ぎ目
をできるだけ設けず、コンクリー
トの高さをそろえて打設する拡
張レヤ工法を採用する。撮影
時は洪水吐きのコンジットゲー
トなどを施工中だった。通常は
堤体の下流面に沿わせる仮
設給排水管を堤体内に埋設
し、高所での盛り替え作業を
なくした（写真：79ページまで特
記以外は大村 拓也）
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土木のチカラ生産性向上で2500人分の省人化

　山口県岩国市で建設中の平瀬ダム
は、堤高73m、堤頂長300m、堤体
積34万m3の重力式コンクリートダ
ムだ。日本三名橋の一つ「錦帯橋」が
架かる錦川の40km上流に位置する
多目的ダムで、洪水調節容量は2430
万m3、利水容量は320万m3。同ダ
ムが完成すると、錦川流域の洪水調
節容量は現在の約2倍に向上する。
　山口県が発注して、清水建設・五
洋建設・井森工業・ナルキJVが施
工する。堤体のコンクリート打設は
2016年2月に始まり、18年9月に打
ち上がる計画だ。16年12月時点で
約9万m3を打設した。
　作業員の労働時間を抑えるため、
ICT（情報通信技術）をはじめとする
ハイテクからローテクまで様々な技
術を活用。限られた労働力で生産性
の向上と品質の向上に挑んでいる。
　例えば、堤体の固練りコンクリー
トを締め固めるための「情報化バイ
バック」を現場に初めて導入した。

バイバックとは、油圧ショベルの先
端に直径15cmほどの太いバイブ
レーターを複数取り付けた装置だ。
　締め固められたかどうかは、コン
クリート表面の平たん性で判断す
る。情報化バイバックは、運転台の
上に搭載した三次元スキャナーでコ
ンクリート表面の形状を画像認識
し、締め固め完了の判断をモニター
に映し出す。
　「従来はオペレーターの勘に頼っ
ていた。締め固め具合がリアルタム
に把握できるようになることで、作
業時間を抑えられる」と、清水建設
JVの平塚毅所長は説明する。
　現場に適用するには工夫が必要
だった。1カ所の締め固めに要する
時間は10秒以下。ところが、三次
元スキャナーで平たん性を認識する
のに、当初は15秒ほどかかってい
たのだ。三次元スキャナーを2台に
増やすことで、認識時間を3.5秒ま
で短縮できたという。

かゆい所に手が届くローテクも
　現場ではローテクも積極的に採用
している。その一つが、堤体と接す
る基礎岩盤面を清掃するための

「バックホーブラシ」だ。約1400人
日の手作業をなくしたほか、斜面上
の危険な高所作業も減らせた。
　さらに、河床部などにコンクリー
トを打設する際の湧水処理に、風呂
の残り湯をくみ出して洗濯などに使
うためのバスポンプを活用した。直
径8cmの鋼管を立てて、バスポンプ
を中に投入。湧水量が少ない場所で
も手軽に排水作業を機械化できる。
従来は工事用の水中ポンプを使うた
め、岩盤上に直径40cmのヒューム
管を立てる必要があった。
　「ICTを導入するだけで施工効率
が飛躍的に向上することはない。常
に創意工夫に挑戦している」。平塚
所長はこのように話す。

日経コンストラクション2017年2月13日号掲載 
取材・文／大村 拓也＝ライター

情報化バイバックによる締め固めと運転台のモニター
（上）。屋根の青い箱に収めた2台の三次元スキャ
ナーで打設面の平たん性を読み取る。位置情報と組
み合わせ、締め固め状況を施工記録として残せる。
蓄積したデータは将来の施工の自動化にも生かす
（資料：上は清水建設JV）
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［工期短縮］ ケーブルクレーンを一つに絞り打設期間を3カ月短く

　平瀬ダムの上空には、右岸と左岸を結
ぶ15.5t吊りの軌索式ケーブルクレーン
が1条張られている。バケットなどを吊
り下げ、生コンを堤体の打設場所まで運
ぶ際などに使う。
　プラントなどがある左岸側に立てた1
本の支柱から右岸側までメーンロープを
渡す。メーンロープの右岸側の端部には
滑車が取り付けられており、右岸側の上
下流方向に張られたレールロープを水平
移動できるようになっている。左岸側の
支柱を頂点、右岸側のレールロープを底
辺とする二等辺三角形の範囲をバケット
などが自由に動ける仕組みだ。
　発注当初の計画では、2条のケーブル
クレーンを組み合わせる予定だった。一
つは、メーンロープの両端とも支柱に取
り付けた13.5t吊りの固定式。もう一つ
は、メーンロープの片端を上下流方向に
動けるようにした6.5t吊りの軌索式だ。
固定式はコンクリートの運搬、軌索式は
資機材の雑運搬にそれぞれ使い分ける。
　ところが、清水建設JVはケーブルク
レーンを1条に絞った方が、堤体のコン
クリート打設期間を3カ月以上短縮でき

ると判断した。「二つのケーブルクレーン
があっても、必ずしも同時に使えるわけ
ではない。荷振れしてぶつかる恐れがあ
るからだ」と同JVの平塚所長は話す。
　クレーンが一つしかない場合、コンク
リートの運搬と資機材の雑運搬とを時間
帯で使い分けるなどの調整が必要にな
る。それでも「クレーンの吊り能力を高
めて打設の効率を上げれば、全体の工程
を短縮できる」（平塚所長）とみた。
　ただし、クレーンの能力を引き上げよ
うとすると、既存の規格では21t吊りを
選ばざるを得ず、コストが増えてしまう。
そこで、清水建設JVは仮設の規模を変
えることなく、吊り具の工夫などで
13.5t吊りのケーブルクレーンを15.5t
吊りに改良した。
　さらに、一般的な鋼材の3倍ほどの強
度を持つ耐摩耗鋼板「H

ハ ル ド ッ ク ス
ARDOX」を使っ

てコンクリートを運搬・打設するバケッ
トを製作した。薄い鋼板でバケットの重
さを1.25t軽くし、容量を当初の5m3か
ら5.5m3に増大。1回当たりのコンクリー
トの運搬能力を10％引き上げることで、
750人日の省人化につなげた。

右岸側から見た軌索式ケーブルクレーン。手前の黄
色い滑車が上下流方向に移動する

バケットを打設開始当初よりも1.25t軽くすることで、
コンクリートの運搬容量を0.5m3増やした

基礎岩盤面を清掃
する「バックホーブラ
シ」。平鋼をほうきのよ
うに取り付けた
（写真：2点とも清水
建設JV）

左は従来の湧水処
理方法。右はバスポ
ンプを使った方法。
湧水が少ない場所
で採用した
（写真：左は清水建
設JV）

冷水と冷風で粗骨材
を冷やす生コンプラン
ト。夏でもコンクリート
温度を20℃に抑え、
打設量を増やす
（写真：清水建設JV）

鋼製型枠を固定す
る鋼棒。堤体に埋め
た部材とボルトで接
合することで、溶接
作業をなくした



土木のチカラ支間350mアーチで海をひとまたぎ

夜間の堤体打設。ケーブルクレーンで運搬したバケットからコンクリートを打設し、油圧ショベルに
取り付けたバイブレーターで締め固める。ケーブルクレーンは1条しかなく、施工状況に応じて週ご
とに打設の時間帯を決めている
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首都高またぐアーチをトラスに刷新
首都高上空に架かるアーチの水管橋をトラスに架け替える。桟橋形式の首都高を高架橋形式に
更新する際、支障となるからだ。アーチの撤去とトラスの架設は、首都高を通行止めにした深夜の
短時間で実施。数々の工夫を凝らした。

テーマ❷ ストックを生かす
首都高羽田線東品川桟橋部更新工事｜東京都
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土木のチカラ
クレーンで吊り上げられる水管橋
のアーチ。モノレール直上のブロッ
クが最初に撤去された。2016年
10月25日午前3時すぎ撮影
（写真：85ページまで特記以外は
大村 拓也）
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　東京都品川区の臨海部を通る首都
高羽田線の大規模更新工事に伴い、
2016年9月から進められてきた大
井水管橋の架け替えが17年1月に
完了した。京浜運河を東西に横断す
る橋長165mの2径間ランガーアー
チは、羽田線と交差する1径間がト
ラスへと姿を変えた。
　羽田線の大規模更新工事は、京浜
運河沿いを南北に走る延長1.9km
の区間を、桟橋などから高架橋など
へ造り替えるものだ。1963年の開
通から50年以上がたち、海面近く

にあるコンクリート構造物は腐食や
損傷が進んでいる。総事業費は約
1000億円。完成は26年度の予定だ。
　水管橋の下を通っていた羽田線は
更新後、海面から離れた高架橋とな
り、大井水管橋の上をまたぐ。首都
高速道路会社東京西局プロジェクト
本部品川工事事務所の斎藤一成工事
長は、次のように説明する。「従来
のアーチのまま越えようとすると、
羽田線の高架橋をより高くしなけれ
ばならない。車の走行性を確保する
ためには、道路の勾配を緩やかに

し、その区間も長くする必要があっ
た」。背の高い高架橋が長く続くほ
ど、工事費もかさむ。
　そこで、首都高は水管橋を管理す
る東京都水道局と協議のうえ、アー
チライズ10mのアーチを桁高4.2m
のトラスに架け替えることにした。
水管橋の高さを約6m下げ、羽田線
の高架橋の高さを抑える。羽田線の
大規模更新工事を手掛ける大林組・
清水建設・三井住友建設・東亜建設
工業・青木あすなろ建設・川田工業・
東京鉄骨橋梁・MMB（エム・エムブ

首都高羽田線の下り線上に設置
された「一夜ベント」。モノレール
直上で作業できるのは、午前1時
から午前3時半までに限られる。
10月24日午後11時45分撮影
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土木のチカラ

東側→
 ①事前準備

 ②一夜ベント仮設（24日午後10時30分ごろ～）  ④ブロック撤去（午前3時ごろ～）

アーチの軸力をエ
レクションピースで
受け替え、部材を
切断

交通規制が完了
した道路上に一
夜ベントをクレー
ンで仮設する

E・D・Cの順にブ
ロックを一括撤去

モノレール運行終了
後、C・D・Eの3ブロック
を玉掛け。アーチを5
カ所でジャッキアップ
し、アーチの軸力を
下げる。BC間・CD間・
DE間・EF間のエレク
ションピースを外す

一夜ベントを撤去
し、交通開放する。
A・B・Fの3ブロック
は後日、日中に一
括撤去する

A B C D E F

撤去範囲80

仮設桟橋

切断箇所

東京モノレール
首都高羽田線

工事用道路
付け替え道路用地

←西側

一夜ベント

 ③エレクションピース撤去（25日午前1時ごろ～）  ⑤一夜ベント撤去（午前4時ごろ）

B F

C D E

ジャッキアップ

ブロック間の軸力を
ジャッキで受け替える
（合計16カ所）

C D E

A B F

リッジ）・宮地エンジニアリングJV
（以下、首都高東品川JV）が、水管
橋の架け替え工事も担った。

首都高上に「一夜ベント」
　水管橋の架け替え範囲は、長さ
80mの1径間。この下には羽田線の
ほか東京モノレールも行き来してい
るので、支保工などを仮設できる場
所は限られる。
　撤去はアーチを橋軸方向に6ブ
ロックに切断し、クレーンを使って
ブロックごとに地上へ吊り下ろす方

法を採用した。アーチをブロック分
けして、撤去するのは珍しい。アー
チ1径間全体の総重量は179.5tなの
に対し、1ブロックの重量を最大
43.8tに制限。京浜運河上に設けた
仮設桟橋から400t吊りクレーンで
吊り上げられるようにした。
　ブロックの切断箇所は、真下を車
やモノレールが通らない場所を選ん
だ。16年10月24日夜から翌25日
未明にかけて、羽田線を通行止めに
したうえで、羽田線とモノレールの
直上を含むアーチ支間中央の3ブ

ロックを撤去した。
　ブロックの撤去に先駆けて、アー
チリブや補剛桁は事前にガス切断し
た。ただし、アーチとしての構造は
保つ必要がある。そのため、各切断
箇所に部材同士を仮固定するエレク
ションピースを設置。切断後も軸力
を仮受けできるようにした。
　アーチ撤去の際に厄介になるのが
この軸力だ。軸力が作用していると、
ボルト締めしたエレクションピース
が取り外せない。そこで、軸力を低
下させるため、アーチの補剛桁を5

（資料：87ページまで首都高速道路の資料をもとに日経コンストラクションが作成）

■ アーチの撤去手順（2016年10月24日夜～25日未明）

切断箇所に取り付
けたエレクションピー
スとジャッキ。写真は
補剛桁で、切断面を
ジャッキで引き寄せら
れるようにした
（写真：首都高速道
路会社）

応力開放装置
（ジャッキ）

エレクションピース

首都高またぐアーチをトラスに刷新
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カ所からジャッキアップした。
　うち1カ所は羽田線の道路上だ。
羽田線を通行止めにした後、隣接す
る工事ヤードから自走式の多軸台車
を道路上にクレーンで吊り込み、そ
の上に支保工を載せた。多軸台車を
アーチの下へ滑り込ませ、最大
52.2tをジャッキアップして支える

「一夜ベント」とした。
　各切断箇所には、部材と部材の間
を広げる、または縮めるようにして
エレクションピースにかかる軸力を
受け替えられるジャッキも取り付け
た。「事前の解析結果をもとに、全
てのジャッキ圧を集中管理した。そ
れでも部材同士がせり出して、最初
のブロックをなかなか吊り出せな
かった」と、JV鋼橋工事グループ
の小玉芳文プロジェクトマネー
ジャーは振り返る。一部の仮設材は
その場で切断する必要があった。
　実際、エレクションピースの取り
外しを始めた午前1時すぎから最初
のブロックを吊り上げるまでに、2
時間弱を要した。午前3時半までに
東京モノレール上空のブロックを撤
去することが施工の条件。作業時間

は許容範囲内に収まったものの、計
画よりも30分以上遅れた。

縦取りと横取りを連続して実施
　新たに架設した長さ約80mのト
ラスのうち、西側の長さ約14mは
架設位置でベント架設した。一方、
羽田線などをまたぐ東側の長さ約
66mは、移動台車による送り出し
で一括架設した。16年9月から仮設
桟橋で地組みしていたものだ。
　トラスは橋軸方向への「縦取り」
と橋軸直角方向の「横取り」を組み
合わせて移動させる必要があった。
この一括架設は、アーチを撤去した
約1カ月後の16年11月28日夜から
翌29日未明にかけて、羽田線を再
び通行止めにして実施した。
　長さ約66m、鋼重約140tのトラ
スの移動には、常に2台の移動台車
を使った。架設の各段階において、
台車の配置や移動方向が異なる。
　まず、トラスを地組みした位置で、
トラスの前方と後方を台車で支持
し、横取りと縦取りによって、一括
架設する当日の最初の位置へ移動。
続いて、トラスの中央付近を別の台

車で支え、前方の台車を撤去した。
この際、トラスは前方に36mほど
張り出した状態になる。トラスが転
倒しないように、トラスの後方に
60tのカウンターウエートを載せた。
　架設当日はまず、トラスをモノ
レールと羽田線の上空に張り出すよ
うな形で39m縦取り。トラス先端
が反対側のヤードに待機していた台
車に到達したところで、その台車に
トラスの荷重を受け替え、中央の台
車を切り離した。次に、トラスの前
後を支える台車でさらに14m移動
し、縦取りを完了した。その後、2
台の台車を「縦取りモード」から「横
取りモード」に変更して8.5m横取
り。その日の移動作業を終えた。
　同じ日に縦取りと横取りを連続し
て実施するのは珍しい。「当初はト
ラスの降下作業まで一気に行う計画
だった。しかし協議の結果、東京モ
ノレール上の作業が午前1時から午
前3時半までの2時間半に限られた
ので、降下と位置調整は後日に実施
した」と小玉マネージャーは話す。

日経コンストラクション2017年3月13日号掲載 
取材・文／大村 拓也＝ライター

■ トラス架設の手順（2016年11月28日夜～29日未明）

トラス地組み位置トラス地組み位置 横取り用レール横取り用レール

縦取り用レール縦取り用レール

架設トラス

首都高羽田線首都高羽田線 仮設桟橋

移動台車A移動台車A

移動台車B移動台車B

カウンターウエート（60t）

カウンターウエートカウンターウエート

移動台車A
移動台車B

東京モノレール東京モノレール

←西側 東側→

［側面図］

［平面図］

［側面図］

［平面図］

架設済みトラス

架設済みトラス

①縦取り（39m） 既設アーチ

移動台車C移動台車C

①縦取り開始（29日午前0時40分ごろ～） ②③台車盛り替え（午前1時40分～2時10分ごろ）

縦取り用レール
横取り用レール

横取り用レール 京浜運河
付け替え道路用地
工事用道路

②ジャッキアップ ③ジャッキダウン
移動台車C

移動台車A

移動台車A移動台車A 仮設桟橋仮設桟橋
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［移動台車］ ジャッキで浮かせて縦取り装置を切り離す

　トラスの一括架設に使った移動台車
は、滑り装置に大瀧ジャッキが保有する

「スライドベース」を活用した。H形鋼
のレールの上で車輪を用いずに重量物を
滑らせる装置だ。レールにクランプで固
定したスライドジャッキと連結すること
で、トラスを載せた架台をレール方向に
動かす。
　スライドベースの特徴は、鉛直スト
ローク75mmのジャッキを備える点だ。

本来は反力の調整を目的とする装置だ
が、JVは「縦取りモード」と「横取り
モード」の切り替えシステムに応用した。
　実際の施工で、移動台車のモードチェ
ンジにかかった時間は20分程度。事前
の予行よりも多少時間を要した。夜間で
現場が暗く、台車が抱えてきた横取り用
のレールを、構台上に固定したレールと
位置合わせするのに手間取ったという。

■ 移動台車の概要

A 架設トラス 架設トラス 横取り用スライドジャッキ

A' 縦取り用レール

縦取り用スライドベース
縦取り用スライドベース 縦取り用スライドベース横取り用

スライドベース

横取り用
スライドベース横取り用

レール（添架）
横取り用
レール（添架）

縦取り用レール

縦取り用レール 縦取り用レール レールを連結

［側面図（縦取り時）］

［モード切り替えの流れ（側面図拡大）］

【縦取りモード】
横取り用レールは、横取り用スライドベースが抱え
た状態で宙に浮いている

【モード切り替え時】
縦取り用スライドベースをジャッキダウンすると、横
取り用レールが接地する

【横取りモード】
横取り用スライドベースをジャッキアップすると、縦
取り用スライドベースが台車から切り離される

［A-Aʼ断面図（縦取り時）］ ［A-Aʼ断面図（横取り時）］

横取り用レール（添架）

横取り用レール（添架）

横取り用レール（固定）

横取り用
スライドジャッキ
（未使用）縦取り方向 横取り方向

縦取り用
スライドジャッキ

縦取り用
スライドベース

縦取り中の移動台車（写真：首都高速道路会社）

横取り用レール

縦取り用レール

土木のチカラ首都高またぐアーチをトラスに刷新

［側面図］

［平面図］

横取り用レール

移動台車C

移動台車C

移動台車B

④縦取り（14m）
移動台車B

台車モード切り替え（午前2時40分～3時ごろ）
［側面図］

［平面図］

⑥降下（12月1日午前1時～2時）
④縦取り（午前2時10分～40分ごろ） ⑤横取り（午前3時～3時30分ごろ）

移動台車C

⑥降下（0.1ｍ）

⑤横取り（8.5m）

移動台車B

移動台車C 移動台車B

移動台車A
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回廊形式で5つの世界遺産を見渡す
長崎市の隠れた夜景スポット「鍋冠山公園展望台」が、老朽化に伴ってリニューアルした。
回廊形式の視点場では、ぐるりと周回しながら好きな眺めを自由に体験できる。
軍艦島など5つの世界遺産を望める眺望を生かし、鍋冠山ならではの価値を創出した。

テーマ❸ 環境をデザイン
鍋冠山公園展望台｜長崎市

展望台の1階と2階それぞれにデッキを
設けた。1階と2階をつなぐのは、勾配
8%のスロープ。敷地中央に芝生の広
場を整備した
（写真：89ページまで特記以外はイクマ 
サトシ）
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土木のチカラ回廊形式で5つの世界遺産を見渡す

　長崎市の観光地のグラバー園から
南に約500m。市内の夜景を一望で
きる稲佐山展望台ほど有名ではない
が、隠れた夜景スポットとして地元
の人たちに親しまれてきた「鍋冠山
公園展望台」が、施設の老朽化に
伴ってリニューアルした。
　新展望台の大きな特徴は、回廊形
式の視点場だ。ぐるりと周回しなが
ら、様々な眺めを体験できる。1、
2階それぞれに、幅員約3mの展望
デッキを新たに配置した。
　2階に上ると、臨場感あふれる長
崎港の景色が眼下に広がる。標高は
169mで展望台としては高くない
が、港を行き交う船や市街地を走る
車の動きが見え、眺めていて飽きが
こない。
　旧展望台は、階段の踊り場が眺望
スポットで、一度に10人ほどしか
夜景を楽しめなかった。
　そのため、「新展望台はバリアフ
リー化したうえで、大勢の人たちが
同時に景色を鑑賞できる施設を目指
した」。市まちづくり部みどりの課
の坂本明洋氏はこう話す。基本設計
を担当したオオバは、たたき台とし
て3つの検討案を示した。
　市の景観専門監として、鍋冠山公
園展望台の計画・デザインを監修し
た九州大学持続可能な社会のための
決断科学センターの高尾忠志准教授
は、当時を次のように振り返る。
　「3案ともスロープに次ぐスロー
プで、意識がバリアフリーに向き過
ぎていた。それよりも、利用者にど
のような体験や感動を提供したいの

かということを考えてデザインすべ
きだとアドバイスした」。
　高尾准教授は、観光客や市民に知
名度がそれほど高くないこの場へ足
を運んでもらうため、「鍋冠山なら
ではの価値をつくり、その魅力を分
かりやすく表現することが重要だ」
と訴えた。
　市や建設コンサルタント会社と一
緒に現地を観察する過程で生まれた
のが、「世界遺産（当時は候補）が見
渡せる展望台」というコンセプトだ。
昼間は軍艦島や旧グラバー住宅な
ど、5つの世界遺産が望めるという
眺めの良さを生かし、デッキ案を発
展させた「回廊形式」の提案につな
がった。同形式であれば、周回する
動線のなかで点在する5つの世界遺
産への眺めを自然に体験できる。
　オオバ九州支店まちづくり部ラン
ドスケープ課の松本識史主任は、

「視点場が以前の“点”から“線”に
なった。好きな眺めの場所を自由に
選んでほしい」と期待を寄せる。世
界遺産を眺められる範囲の手すり部
分はガラスとし、説明用のパネルを
設置した。
　供用後は、展望台を訪れた人たち
の声にもできるだけ耳を傾けた。予
算の制約上、リニューアル工事では
ベンチを置けなかったが、利用者か
らの要望が多かったことから、急
きょ移動式の簡易ベンチを配置し
た。関係者が苦心した鍋冠山ならで
はの魅力づくりは、整備後も続く。

日経コンストラクション2017年6月26日号掲載 
取材・文／大井 智子＝ライター

　旧鍋冠山公園展望台は1972年に造ら
れた。長崎市は2003年に「鍋冠山公園展
望施設整備等基本計画」を作成。翌年、園
路やトイレを整備し、樹木を伐採したが、
展望台の建て替えは見送られた。
　建て替え事業が大きく動いたのは13
年。前年に東京の一般社団法人「夜景観光
コンベンション・ビューロー」が、世界新
三大夜景として、モナコ、香港と共に長崎
を選出したことがきっかけだ。これを受
け、鍋冠山に夜景を見に訪れる観光客や市
民の増加が見込まれることから、市は展望
台のリニューアルに踏み切った。
　九州大学の高尾忠志准教授が務める「長
崎市景観専門監」は、市の公共事業のデザ
インに関する指導や管理のほか、市職員の
人材育成などを担う。今回の事業で、市と
専門監と建設コンサルタント会社による協
議は、3年間で15回ほど実施された。

世界新三大夜景がきっかけに

改修前。階段を上がった小さな踊り場が、旧展望台の眺
望スポットだった（写真：長崎市）
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利用者の評価

  利用者の声
昼と夜で違った景色が楽しめる
　展望台の改修や、回廊形式のプランへ
の評価は高く、「駐車場やトイレがきれ
いに整備されて安全になった」（20代女
性）、「長崎の港や街がパノラマ状に見渡

せて、稲佐山からの夜景よりも好き」（50
代男性）、「昼と夜で違った景色が楽しめ
る」（40代女性）と喜ぶ声が目立った。
　一方、「展望台への遊歩道を整備して
ほしい」、「1階展望デッキの眺望が樹木
に邪魔されている」、「ベンチがもっとほ
しい」などの要望も多かった。

  事業者の説明
　展望台へのアプローチ経路について
は、展望台北側の園路（延長約160ｍ）
の改修工事を行い、2017年8月末に完
成。園路とつながる公園外の歩道（延長
約300m）は、今後、改修する方向で検
討を進めている。
　また、来園者の要望に応える形で、
16年冬に移動式のベンチを5基設置し
た。17年8月末までに固定式ベンチを
10基新設するので、活用してほしい。
　展望台周辺の樹木は保安林に指定され

ており、伐採には県の許可が必要になる。
今回の整備で大幅に伐採したが、今後も
定期的に実施する計画だ。伐採のタイミ
ングは、樹木の繁茂状況を見ながら判断
したい。（長崎市まちづくり部みどりの課
の坂本明洋氏）

【アンケートの概要】鍋冠山公園展望台を訪れてい
た人など計29人に、5段階評価の質問に答えても
らった。5が満点で1に近付くほど評価が低い

回廊形式の
平面プラン   
（4.4）

使い勝手
（4.1）

コスト
（費用対効果）        
（3.5）

デザイン
（4.3）

展望台の改修
（4.5）

1

2

3

4

5

再訪度 
（4.3）

南側から見た全景。写真手前側のアプローチ道路と
左側の駐車場は、2017年3月に完成した

■ 平面図 ■ 断面図（眺望比較）

■ 検討案
［デッキ案］ ［展望台案］ ［分散（建物）案］
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鍋冠山公園
トイレ

駐車場

駐車場

展望台

トイレ駐車場（整備中）

園路（整備中）

（旧展望台の位置）

■ 展望台整備
■ 駐車場整備と園路拡幅など
■ 鍋冠山公園の敷地境界

グラバー園方向グラバー園方向

展望デッキ2階
距離500m、標高差127.9m、
伏角14.3度

3.
4

1.
2

GH=172.5

GH＝169.1

2.
67

旧展望台
距離510m、標高差128m、
伏角14.1度　

展望デッキ1階
距離500m、標高差124.5m、伏角13.8度
展望デッキ1階
距離500m、標高差124.5m、伏角13.8度

このページの図は長崎市の資料を基に日経コンストラクションが作成 スロープをすり付けるため、旧展望台よりも若干、低くなるが、
北側に7mほど張り出させることで、眺望の良さを確保した
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土木のチカラ回廊形式で5つの世界遺産を見渡す

芝生の広場から展望デッキとスロープを見る。2階展望デッキの手すりのうち、世界遺産などが見える範囲はガラス張りとし、説明パネルを設置した。展望台は鉄骨造
だが、「広場から見える構造体の断面などをコンクリートで曲線状に化粧し、印象を柔らかくした」（詳細設計を担当した宮本建築設計事務所の大安和喜設計主任）

北側から見下ろした展望台。
眺望を確保するために樹木を
伐採し、展望台を以前よりも
7mほど北側（写真の下側）に
張り出させた（写真：長崎市）

長崎市がリニューアルした鍋冠山公園展望台。眼下に長崎港や市街地の夜景が広がる。回廊形式の
展望デッキは幅員約3m。展望スペースは旧展望台の4倍の広さ

雨をしのぐことができる1階展望デッキ。基本設計
ではガラス張りで屋内化する構想だったが、工費
削減のためガラスをやめてスチールの手すりとした
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橋台背面が崩落した阿蘇長
陽大橋の復旧工事の様子。
右岸側（写真右下）では橋台
の再構築に加えて、崩落した
地盤を撤去した場所にラーメ
ン高架橋を新設し、ルートも付
け替える。戸下大橋（写真奥）
でも、復旧作業が進んでいる
（写真：95ページまで特記以
外は大村 拓也）

2016年4月14日、16日の2度にわたって震度7の揺れをもたらした熊本地震。
被災したインフラの再生は、どの程度まで進んだのか。
本格復旧に向けて繰り広げられる数々の工事をカメラが追った。

テーマ❹ 生活を守る

写真で見る、熊本地震復旧最前線

日経コンストラクション2017年4月24日号掲載
取材・文／木村 駿＝本誌、大村 拓也＝ライター
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被災した阿蘇長陽大橋と戸下大橋を含む延長約3kmの「長陽大橋ルート」は、
2017年夏に応急復旧を済ませて開通した。南阿蘇村の中心部と立野地区を結び、
南北方向の交通を確保する。13年に施行された大規模災害復興法に基づき、国
土交通省が工事を代行する初の事例となった。

左は被災直後の阿蘇長陽大橋。橋台部が大きく沈下している。1993年に建設された橋長276mのプレストレスト・コンクリート（PC）
ラーメン橋だ。右は斜面崩壊によって桁が一部落下した戸下大橋。95年に完成した橋長305m、17径間の橋だ（写真：国土交通省）

ひび割れが生じた阿蘇
長陽大橋の橋脚を補修
する様子。中空橋脚の
内部にモルタルを充填
し、鉄筋で一体化する

17年夏に開通した「長陽大橋ルート」

▲

村道栃の木～立野線
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阿蘇市内→阿蘇市内→

←熊本市内←熊本市内
JR豊肥本線JR豊肥本線

赤水赤水

立野

阿蘇大橋
架け替え位置
阿蘇大橋
架け替え位置

阿蘇長陽大橋阿蘇長陽大橋

国道57号北側復旧ルート（13km）国道57号北側復旧ルート（13km）

阿蘇大橋地区
斜面防災対策工事
阿蘇大橋地区
斜面防災対策工事

ミルクロ
ード（国道

57

ミルクロ
ード（国道

57

国道57号国道57号

トンネ
ル区
間（4km）

トンネ
ル区
間（4km）

俵山トンネル俵山トンネル

川
黒
川
黒

戸下大橋戸下大橋

西原村役場西原村役場

国道325号

国道325号
南阿蘇村道（栃の木～立野線）南阿蘇村道（栃の木～立野線）

俵山大橋俵山大橋
すすきの原橋すすきの原橋熊本県道28号

（熊本高森線）
熊本県道28号
（熊本高森線）

扇の坂橋扇の坂橋
白川白川

桑鶴大橋桑鶴大橋

大切畑大橋大切畑大橋大切畑ダム

南阿蘇村役場

0 2km2km

落橋した国道325号阿蘇大橋はPC3径間連続ラーメン箱桁橋に架け替え
る。上は完成予想図。手前は阿蘇長陽大橋（資料：国土交通省）

覆工コンクリートが崩落した県道28号の俵山トンネルは2016年12月24日
に開通。鹿島・杉本建設JVが施工した（写真：国土交通省）

■ 南阿蘇の主な被災インフラの位置

国土交通省などの資料を基に日経コンストラクションが作成。×印は17年4月時点で通行できない橋梁
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土木のチカラ

橋長160mの桑鶴大橋は、地震で桁が大きくずれた。現在、斜張橋の下に5カ所の支
保工を設ける工事が進んでいる。今後、支保工で桁を受け替えてからケーブルを張り
直し、ずれた補剛桁を元の位置に戻す。施工者は日立造船・諌山工業JVだ。上は橋台
を増し杭するため、深礎杭の掘削を進めている様子

大切畑大橋のP2橋脚（写
真中央）では、損傷した基礎
を増し杭で補強する工事が
進む。同橋の下に架かって
いた村道の橋は、杭の施工
の支障となるので、川の流
路を付け替える形で架け替
えた。工事は日立造船・橋
口組JVが9億7524万円（税
込み）で請け負った

2003年に開通した県道28号熊本高森線の俵山バイパス
では、阪神大震災以降の基準で設計された大切畑大橋や俵
山大橋などの橋梁に、積層ゴム支承の損傷・破断といった
大きな被害が発生した。村道栃の木～立野線と同じく、国
土交通省が復旧を代行している。現在は、16年12月に
復旧を果たした俵山トンネルと旧道を迂回路として、東西
方向の交通を確保している状態だ。

被災橋梁の復旧が進む

▲

県道28号熊本高森線

橋長265m、5径間連続非合
成曲線鈑桁橋の大切畑大橋
では、両橋台の積層ゴム支承
が破断。橋脚の支承も大半
が損傷した。唯一、支承の損
傷を免れたP2橋脚には、橋脚
と基礎に損傷が生じた
（写真：日経コンストラクション）

写真で見る熊本地震復旧最前線
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立野－赤水間の線路を
ふさぐ落石。写真は2016
年に撮影したもの
（写真：右もJR九州） 立野－赤水間にある「立野トンネル」の坑口に生じた巨大な亀裂

JR九州は2017年4月、熊本地震と16年6月の豪雨で不通となってい
るJR豊肥本線・肥後大津－阿蘇間の復旧工事に着手した。斜面崩壊や落
石などの影響で損傷した構造物の補修を進める。まずは肥後大津－立野間
の復旧に手を付け、阿蘇大橋地区における斜面防災対策工事の進捗などを
踏まえて、立野－阿蘇間の復旧に取り組む予定だ。

肥後大津－阿蘇間の復旧に着手

▲

JR豊肥本線
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土木のチカラ

50万m3超の土砂が崩壊した阿蘇大橋地区に、無人化施工で築いた上下2段の土
堤。現在は、下段の土堤に人が立ち入ることができる。上の写真は、阿蘇市側から土
堤を見下ろした様子。上段の土堤のポケットには、雨などで流出した土砂がたまってい
る。右手奥に一部見えるトンネルは、水力発電用の導水路トンネルだ

国道57号北側復旧ルートに建設する二重峠トンネル
の、阿蘇市側の坑口予定地の様子

阿蘇大橋の架け替え予定地。写真左手奥の崖から、写真右の鉄塔付近までを結ぶ。延長
は345mだ。橋梁形式は、PC3径間連続ラーメン箱桁橋。大成建設・IHIインフラ建設・八方建
設地域維持型JVが約53億円（税抜き）で落札した。工期は2020年9月30日までだ

阿蘇大橋地区を通っていた国道57号を、
延長約13kmの北側ルートに付け替える
工事が始まった。新設するルートの代表的
な区間が、延長3659mの二重峠トンネル
だ。発注に当たっては、技術提案・交渉方
式（技術協力・施工タイプ）を採用。阿蘇市
側の阿蘇工区は安藤ハザマ・丸昭建設地域
維持型JVが約120億円（税込み）で、熊
本市側の大津工区を清水建設・福田組・松
下組地域維持型JVが約111億円（同）で
受注した。工期は前者が20年7月31日
まで、後者が20年5月31日までだ。

トンネル発注に
技術提案・交渉方式

▲

国道57号北側復旧ルート

阿蘇大橋を落橋に至らしめた、熊本県南阿蘇村立野地区の斜面崩壊。
国土交通省が斜面防災対策工事を急いでいる。斜面の下方では、不安
定土砂の崩壊に備え、無人化施工で上下2段の土堤を施工。頂上付近
では、オーバーハングした状態の地盤をロッククライミングマシーン
の遠隔操作で1万7000m3ほど崩し、斜面が1対1.2程度になるよ
うにならした。工事は熊谷組が担当しており、工期は17年7月まで
だ。今後は土堤の上方で法面対策工事を進め、下方で道路と鉄道を復
旧させる。

斜面防災対策工事は後半戦に

▲

阿蘇大橋地区

写真で見る熊本地震復旧最前線
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働き方改革は今や、就職活動中の学生にとって大きな関心事だ。
人手が足りない中でも快適な環境で若手を育てるすべは、組織を挙げた「チームプレー」だ。

3つのポイントに分けて、若手の育成に熱心を会社の取り組みを紹介するとともに、
会社や業態の垣根を越えて業界活性化に取り組む若手技術者の挑戦を追った。

テーマ❶ 若手を育てる会社

独りぼっちにしない
東洋建設、ピーエス三菱、パシフィックコンサルタンツ、八千代エンジニヤリング

ポイント1

　低熱ポルトランドセメントを説明
するには、用途としてマスコンク
リートに使われることを書いた方が
いい。低熱なら締め固めが不要とい
うのは間違いだ─。
　若手が書いた答案用紙に、赤ペン
の指摘が容赦なく入る。東洋建設が
入社1 ～ 3年目の若手を対象に実施
している通信教育だ。
　添削の先生は、主に配属先の20
歳代後半から30歳代の先輩社員が

務める。工事現場は1年ほどでどん
どん入れ替わるので、そのうち若手
と先生とが別々の現場に分かれてし
まうケースもある。「それでも3年
間は責任を持って同じペアでやって
もらう」と同社経営企画部の北村健
部長は話す。
　若手は3カ月に1回ほどのペース
で添削を受ける。問題は本社の土木
技術部が作成。コンクリートや土
質、水理、仮設など、学校で習う基

礎知識から現場ですぐに応用できる
計算問題まで網羅する。
　さらに、会社は教材として各分野
の参考図書を若手1人当たり10冊
ほど支給する。添削問題には「分か
らなければ本の20ページを見て」と
いったアドバイスも付く。

現場の若手を全社でフォロー
　東洋建設が若手の教育にこれほど
至れり尽くせりなのはなぜか。
　多くの建設会社にとって、若手の
先輩に当たる今の30歳代は、採用
を絞っていた谷間の世代。若手が気
軽に質問できる相手がいない現場は
多い。「こうした若手を全社でフォ
ローするのが狙いだ」（北村部長）。
　また、海洋土木を得意とする同社

特集2 輝く若手技術者
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土木のチカラ輝く若手技術者

［若手との接し方］ まずは何気ない会話から

　建設会社の社員研修などで出会う
20歳代の若手は、同世代以外と積極
的にコミュニケーションを取らないと
感じる。性格は「真面目、素直、おと
なしい」。仕事が順調に進んでいると
きの調子は良いが、不測の事態に弱い。
　上司や先輩と信頼関係を築き、仕事

の動機付けさえ成功すれば、真面目な
ので成長は早いのではないか。若手の
仕事ぶりを認めているよと、上司や先
輩が普段の何気ない会話の中で伝える
ことが大切だ。まずは「ありがとう」
や「ご苦労さん」でも構わない。
　若手がOJTで技術的な内容をどれ
くらい習得しているのかを確かめるに
は、「はい」、「いいえ」で答えられるク
ローズド・クエスチョンではなく、「次
の手順を言ってごらん」のように説明
を求めるオープン・クエスチョンが有
効だ。答えに間違いがあれば指摘し、
似たような状況のときにもう1度、同
じ質問を投げかけてみるとよい。（談）

（写真：日経コンストラ
クション）

日本コンサルタントグ
ループ
建設産業研究所
酒井 誠一

■ 容赦ない赤ペン添削

添削を受ける若手と先生役の先輩
とのペアは3年間、異動しても変わら
ない（資料：東洋建設）

では、作業船を使った浚
しゅんせつ

渫工事な
どコンクリートを全く使わない現場
も珍しくない。これではコンクリー
ト工事を施工管理する技術が身に付
かない。通信教育で知識の偏りをな
くす効果も期待する。
　4年ほど前から始めた通信教育の
成果は着実に上がっている。
　例えば、最短で3年の実務経験が
あれば受けられる1級土木施工管理
技士の学科試験の合格率は90％台
に上昇。入社3年後の若手の離職率
は1割ほどに低下した。

上司を介さず本社に届く
　ピーエス三菱も2016年度から、
若手の研修を手厚くしている。
　技術系社員を対象に、年次ごとの
ロードマップを作成して共有。入社
1年目の研修は、従来の3カ月から
6カ月に延長した。現場でのOJTが
始まってからも、入社3年目までは
1人1人のロードマップに沿った習
熟度を会社が管理する。
　同時に、若手のメンタル面のケア
も充実させた。月に1度、業務の内
容や暮らしぶりなどを「近況報告
シート」に書いて提出してもらう。
現場の上司を介さず、本社に直接届
くようにしたのが特徴だ。上司に言
いづらい仕事の悩みを拾い上げる。
　各地の現場にいる若手の様子を本
社が把握する手間は大きい。それで
も「若手の離職率が劇的に改善し
た」と、同社総務人事部の柏木一郎
部長は満足げだ。かつて入社3年後
の離職率が20％を超える年もあっ
た。ところが、15年度入社で退職
したのは34人中2人、16年度入社
はまだ1人も辞めていない。
　若手を孤立させず、チームプレー

で盛り立てる仕組みは建設コンサル
タント会社も導入している。

キャリアデザインに注力
　パシフィックコンサルタンツは、
若手のキャリアデザインに力を入れ
る。新入社員はまず、「専門性を極め
る」、「社会に貢献する」、「プライベー
トを充実させる」といった働くうえ
で大切にしたいことをシートにまと
め、上司と共有。次に、これらを実
現するために1、3、10年後までに
何をしなければならないか定め、
コーチと呼ぶ30歳代半ばの先輩社
員と面談して達成度を確かめる。
　対象となるのは大学の学部卒5年
目と院卒3年目までの若手。コーチ
やトレーナーを含めると全社で600
人近くが関わる大きな制度だが、

「若手の目標設定やモチベーション
向上に役立っている」と同社の飯島
玲子D＆I推進室長は見る。
　仕事の段取りや課題解決の方法を

共有できないか─。八千代エン
ジニヤリングでは、若手からこうし
た声が上がった。いずれもマニュア
ル化しづらい暗黙知だ。同社は季刊
の社内報を通して、先輩から若手へ
ノウハウを伝えている。
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負荷を見える化
鉄建建設、パシフィックコンサルタンツ、新日本コンサルタント、長大

ポイント2

■ ストレス調査票

■ 工事現場におけるストレス判定図

　鉄建建設は2017年1月、東京都
町田市内の現場でストレスチェック
を実施した。アンケートでは「非常
にたくさんの仕事をしなければなら
ない」といった仕事の量的負担や、

「自分のペースで仕事ができる」と

いった仕事のコントロール（自由度
や裁量度）について、元請け会社の
職員と下請け会社の作業員などに質
問。さらに、「上司や職場の同僚は
頼りになるか」なども尋ねた。
　アンケートの結果は、「ストレス

判定図」に回答者の所属会社ごとに
集約した。自分でコントロールでき
ない仕事を大量に抱えていたり、上
司や同僚から支援を受けられなかっ
たりする場合、高ストレスとなり、
健康問題が起こりやすくなる。
　先の現場では、元請け会社の職員
が大量の仕事を抱えて高ストレスに
なっていることが判明。また、一部
の下請け会社の作業員は、上司や同

非常にたくさんの仕事をしなければならない 1　2　3　4
時間内に仕事を処理しきれない 1　2　3　4
一生懸命働かなければならない 1　2　3　4
自分のペースで仕事ができる 1　2　3　4
自分で仕事の順番・やり方を決めることができる 1　2　3　4
職場の仕事の方針に自分の意見を反映できる 1　2　3　4

あなたの周りの方々についてうかがいます。
最もあてはまるものに○を付けてください。

次の人たちはどのくらい気軽に話ができますか？
　上司 1　2　3　4
　職場の同僚 1　2　3　4

あなたが困ったとき、次の人たちはどのくらい頼りになりますか？
　上司 1　2　3　4
　職場の同僚 1　2　3　4

あなたの個人的な問題を相談したら、
次の人たちはどのくらい聞いてくれますか？
　上司 1　2　3　4
　職場の同僚 1　2　3　4

違
う

や
や
違
う

ま
あ
そ
う
だ

そ
う
だ

全
く
な
い

多
少

か
な
り

非
常
に

あなたの仕事についてうかがいます。
最もあてはまるものに○を付けてください。

ストレスチェックの調査票に無記名で回答してもらい、所属会社ごとの傾向を分析した。回
答に要する時間は10分ほど（写真：鉄建建設）

［仕事の量とコントロール］ ［職場内の支援］
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23項目の選択問題で構成する（資料：下も鉄建建設）
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僚から十分な支援を受けられていな
い実態が明らかになった。

残業時間の計画と実績を一目で
　週単位や月単位の残業時間を個人
ごとに正確に把握して、超過を未然
に防ごうという取り組みもある。
　例えば、パシフィックコンサルタ
ンツは「残業計画シート」を作り、
部署の上司が部下の残業時間をリア

ルタイムに確認できる仕組みを導入
した。まず、年度当初に各自が残業
時間の計画値を設定。納期が集中す
る2、3月は多く、4 ～ 9月は抑える
といった配分を考える。
　次に、残業時間の実績値が自動で
反映される。日々の出退勤時刻は各
自の申告に基づく。ただし、執務室
の入退室時にかざすICカードの記
録と連動しており、申告時刻がIC

カードの記録と30分以上ずれると、
理由も書き加える必要がある。サー
ビス残業を防ぎ、実際に即した残業
時間を記録する仕組みだ。
　新日本コンサルタント（富山市）
は、部署ごとの1人当たり時間外労
働時間に加え、出来高も社員が共有
できるようにしている。残業時間が
減ると社員の手当も減ってしまう。
そこで同社は16年、経常利益率に
応じた賞与の支払い月数の水準を引
き上げ、生産性向上に取り組む社員
に報いるようにした。

黄色い札でノー残業を宣言
　長時間労働などの実態だけでな
く、その対策も「見える化」するこ
とが有効だ。鉄建建設の現場では、
ストレスチェックの結果を踏まえ、
仕事上のストレスを軽減するために
職場環境をどのように改善できるか
検討。月1回の土曜日閉所やノー残
業当番制を導入。黄色い札を立て、
誰が当番か分かるようにする。
　長大も、社内に散在する設計ツー
ルをパソコン画面上に一覧でまと
め、見える化した。報告書のひな型
も用意。時間をかけて過剰に作り込
んでしまうのを防ぐのが狙いだ。

若手の採用を進めるうえで、
働き方改革は喫緊の課題だ

■ 労働時間と同時に生産性もチェック

［１人当たりの出来高］
（万円／月）

［１人当たりの時間外労働時間］
（時間／月）
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目標 36時間／月

水工系グループ
流域保全グループ
道路・地域開発グループ
保全技術・構造系グループ
計画系グループ
全社平均

水環境部門
社会基盤部門
都市計画部門
地理空間情報部門
東京本社
管理部門
全社平均

新日本コンサルタントの市森友明社長は49歳。出来高は外注費を除く（写真：日経コンストラクション、資料：新日本コンサルタント）

■ 残業計画シートの例

今期（66期）の年間計の欄は、5月までの実績値と、6月以降の計画値の合計（資料：パシフィックコンサルタンツ）

従業員番号
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 年間計

実績+計画
前期
比○○○○

氏名 64期 実績 44.0 41.0 54.0 44.0 41.0 45.0 38.0 38.0 43.0 45.0 63.0 73.0 569.0
○○○○ 65期 実績 43.0 58.0 45.0 48.5 43.0 45.0 35.0 58.0 45.0 45.0 55.0 37.0 557.5 98%
役職/資格

66期
計画 45.0 60.0 55.0 40.0 40.0 40.0 35.0 50.0 35.0 30.0 45.0 45.0

532.0 95%
○○　○○ 実績 38.0 56.0 41.0 44.0 43.0 68.0 42.0 45.0

従業員番号
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 年間計

実績+計画
前期
比△△△△

氏名 64期 実績 44.0 41.0 31.0 38.0 34.0 42.0 44.0 44.0 43.0 64.0 38.0 52.0 515.0
△△△△ 65期 実績 57.0 53.0 28.0 44.0 30.0 40.0 42.0 39.0 41.0 58.0 35.0 45.0 512.0 99%
役職/資格

66期
計画 45.0 45.0 40.0 40.0 30.0 45.0 60.0 45.0 45.0 45.0 40.0 35.0

486.0 95%△△　△△ 実績 45.0 44.0 34.0 37.0 30.0 42.0 50.0 39.0

従業員番号
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 年間計

実績+計画
前期
比□□□□

氏名 64期 実績 37.0 37.0 37.0 37.0 35.0 41.0 37.0 28.0 36.5 44.0 45.0 36.0 450.5
□□□□ 65期 実績 31.0 36.0 31.0 33.0 37.0 35.0 36.0 34.0 39.0 43.0 38.0 36.0 429.0 95%
役職/資格

66期
計画 30.0 35.0 30.0 30.0 35.0 35.0 35.0 30.0 35.0 35.0 35.0 35.0

414.0 97%
□□　□□ 実績 31.0 39.0 34.0 28.0 42.0 35.0 37.0 28.0
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　「失敗を恐れずにやりなさい」。大
林組吉浜釜石道路JV工事事務所の
松野徹所長は、若手に繰り返し説い
ている。JVが担当する現場は、延
長約3kmの工区の中に橋梁2カ所、
トンネル3カ所を含む。それぞれに
若手1 ～ 2人の担当を決め、工事が
一段落したタイミングで工種が変わ
るように配置を入れ替える。若手が
適性に合った職場を見つけられるよ
うにするためだ。
　下請け会社の作業員や発注者との
やり取りは、各工種を担当する若手
の役目だ。さらに、高校生などが訪

れる現場見学会でも、できるだけ若
手に説明役を任せる。技術的な知識
がなければ、工事の内容や現場の状
況を正確に伝えられない。
　「いびつな年齢構成になったこと
で、昔は先輩から教わっていた現場
の段取りなどを学べる機会が少なく
なっている」と松野所長は指摘する。
若手からは「マニュアル化してほし
い」といった要望もある。
　こうした声に応えて大林組トンネ
ル技術部は2017年2月、若手向け
の「現場段取りマニュアル」を作成。
社内のトンネル現場経験者の知見を

集約し、トンネルの施工や工程管理
のポイントをまとめた。OJTの参
考資料としても活用する方針だ。

若手が先陣を切って使いこなす
　最新のITツールを使えば仕事が
楽になる─。砂子組（北海道奈井
江町）では、こうした機運を盛り上
げるために若手が活躍している。
　入社1、2年目の若手がタブレッ
ト端末を片手に工事現場を歩き回
り、検査の指摘事項を自社開発した
システムに次々と記録していく。従
来は5人がかりで5 ～ 6時間を要し
ていた書類仕事が、ものの5分で終
えられる。
　「仕事のやり方が確立していない
若手だからこそ、最新のツールを柔

第一線に立たせる

松野所長（上の写真前列中央）を含め、
大林組から16人のJV職員が駐在。うち過
半数の9人は30歳以下の若手を集めた。
現場見学会では、若手が模型などを使っ
て説明する（写真：大林組）

ポイント3

大林組、砂子組、建設技術研究所、エイト日本技術開発
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軟に取り入れられる」。同社ICT施
工推進室の真坂紀至室長はこう説明
する。若手が先陣を切ってツールを
使いこなせば、その上司や先輩も注
目する。結果的に、会社全体への波
及効果が期待できるという。

海外業務の担い手を確保
　大手の建設コンサルタント会社で

は、海外展開をにらみ、若手を登用
しようという動きが加速している。
　建設技術研究所は16年7月、海外
業務に関心のある若手などに登録し

てもらう「海外業務参加登録制度」
を立ち上げた。登録者には受注した
海外業務の内容や進捗などを電子
メールで報告。適した案件があれば
1カ月程度、現地に赴いて実務の経
験を積んでもらう。これまでに25
人が登録。早期に100人を目指す。
　エイト日本技術開発も14年、社
内にインターナショナル・プロジェ
クト・アシスタント・チーム（通称
i
アイパット

Pat）を設立した。海外業務に派遣
するほか、語学試験対策などにも力
を入れている。
　発注者も若手の活躍を後押しする。
国土交通省は設計業務や工事などで

「若手技術者の配置を促す入札契約
方式」を導入。競争性の確保に配慮
しながら、17年度以降も拡大する。

研修を兼ねて若手をカンボジア（上）や
ミャンマー（下）の業務に派遣。海外で
は技術者個人の問題解決能力や生活
力などが問われることも知ってもらう
（写真：上は建設技術研究所、下はエイ
ト日本技術開発）

若手がタブレット端末を使いこなし、検査の指摘事項などを入力していく（写真：砂子組）

■ 若手向けトンネル現場段取りマニュアル

工種別に施工手順や使用
材料、測量方法などを解説。
写真と図をふんだんに使った
（資料：大林組）
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テーマ❷ 次世代を創る技術者

「横のつながり」を取り戻せ
伊藤昌明氏、橋本麻未氏、伊東佑香氏

　東京都中央区、築地市場を望む見
晴らしのいい会議室。全国の建設コ
ンサルタント会社から集まったおよ
そ20人の若手が熱い議論を交わす。
彼らは建設コンサルタンツ協会の下
部組織「業界展望を考える若手技術
者の会」（以下、若手の会）の定例会
に集まったメンバーだ。
　会の名前の通り、彼らの使命は建
設コンサルタント業界の理想の将来
像を考え、実現に向けて行動するこ
と。「若手がやりたい案を出し、形
にしていく場を作りたかった」。オ

リエンタルコンサルタンツの統括本
部人事企画室で副室長を務める伊藤
昌明代表は、こう話す。

全国の若手技術者をつなぐ　
　2015年4月の設立以来、若手の
会の活動は常に「若手らしさ」にこ
だわってきた。
　例えば、フットワークの軽さ。主
な活動は月に1度の定例会だが、数
回に1度は北陸や九州などに出向
き、建コン協地方支部の若手組織な
どと交流する。若手組織がなかった

北海道、東北、中国の3支部では、
若手の会のメンバーが新組織の立ち
上げを主導。全国の若手技術者をつ
なぐネットワークを構築中だ。
　都内での定例会は、できるだけメ
ンバーが所属する会社の会議室を借
り、オフィスの見学も兼ねる。「こ
んな機会でもなければ、同業他社の
オフィスには入れない」とメンバー
の男性は話す。参考になるオフィス
環境や働き方の工夫があれば、自社
に持ち帰って共有するという。
　定例会での議論はいずれ、彼らが
定年を迎える30年後を想定した将
来ビジョンとして取りまとめる予定
だ。親組織の建コン協などでも業界
の将来に関する議論はある。しか
し、協会の部会の出席者は大半が各
社の社長や役員クラスだ。思い切っ
たアイデアは生まれにくい。
　だからこそ、若手の会では型破り
なアイデアを積極的に実現してい
く。「オリジナルソングの制作」もそ
の1つ。業界のキーワードや仕事へ
の思いを歌詞に組み入れ、数カ月の
うちに曲を完成させた。

受発注者横断のつながりも
　若手を早く戦力にできるよう、会
社は新たな研修や環境づくりに取り
組む。しかし、社内だけでできるこ
とには限界がある。伊藤代表は「若
手自身に活躍したいという意欲がな

会議室に
閉じ籠もってちゃ
若手じゃない！ 

業界にムーブメントを
起こしたい

（写真：103ページまで日経コンストラクション）

建設コンサルタンツ協会
業界展望を考える若手技術者の会 代表
伊藤 昌明 氏
（オリエンタルコンサルタンツ統括本部人
事企画室副室長）
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ければ意味がない」と指摘する。
　こうしたモチベーションを醸成す
る場として、「横のつながり」に期待
がかかる。会社の垣根だけでなく、
受発注者間の壁を越えた若手の活動
も広がる。その1つが、土木学会が
16年に立ち上げた「若手パワーアッ
プ小委員会」。委員長の橋本麻未氏
は鹿島の地盤基礎設計部、幹事長の
伊東佑香氏はJR東日本研究開発セ
ンターの所属だ。
　「発注者と互いに仕事の話をゆっ
くりできる機会はこれまでなかっ
た」と橋本氏は話す。数年前までは
現場勤務だったが、発注者が事務所
に来るとなれば、きれいに掃除をし
て「お客様」として迎えた。業務に
関する内容でも、気軽に相談できる
雰囲気ではなかった。「かつては発
注者が事務所に泊まり込んだりする
ほど近い存在だったと聞くと、羨ま

しく思うこともある」（橋本氏）。

上司と1対1では息苦しい
　一方、伊東氏は「新入社員のころ
は、上司との1対1の関係に息苦しさ
を覚えることもあった」と振り返る。
同じ小委員会のメンバーには建設会
社の他に建設コンサルタント会社、

自治体の職員なども参加している。
「同じ業界にいながら違う目線を持っ
た人たちとは、ほどよい距離感で話
し合える」（伊東氏）。
　若手パワーアップ小委員会の活動
内容は多岐にわたる。年長者や若手
の失敗談に焦点を絞ったイベントの
企画や、訪日外国人向けに日本の土
木の魅力を紹介する活動、若手技術
者がこれから必要と思う技術に関す
るワークショップなど様々だ。時に
は業界外の人を講演に呼び、建設業
界の将来を見通すための視野を広げ
ている。
　若手技術者がこうした活動に参加
できるかどうかは、「上司次第」とい
う場合が多い。社外の同世代と活動
する限られた機会に部下を快く送り
出せるかどうか。上司の器の大きさ
が問われる。

日経コンストラクション2017年7月24日号掲載 
取材・文／瀬川 滋、長谷川 瑤子＝本誌

土木学会 
若手パワーアップ小委員会
幹事長
伊東 佑香 氏
（JR東日本研究開発センター 鋼・コンクリート
構造システムグループ研究員）

土木学会 
若手パワーアップ
小委員会
委員長
橋本 麻未 氏
（鹿島地盤基礎設
計部都市グループ
設計主査）

発注者や同業他社とも
仕事の悩みを共有したい。
新しい技術や制度の提案に

つながるかも

若手の社外活動は
「成長のため」と
快く送り出してほしい
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